
 
 

 
 

近世中後期の石見国海村の宗門改帳と人口動態 
―浜田藩領那賀郡和木村を事例として― 

小川斉子 
 
はじめに 

 
西日本海運が盛んであった徳川時代の石見国は人口が増加した地域である(1)。日本各地の人口構造は歴

史人口学の研究によって明らかにされてきたが、主な蓄積は農村と町場やその周辺であり、漁業や海上

交通を経済基盤とする海村の実証研究は少ない。 
遠洋漁業を行っていた東シナ海沿岸部の肥前国野母村では断続的な高い人口増加が報告されており、

その要因は比較的高い出生力に加え、村外へ人口を送り出す力の弱さが重なることによってもたらされ

ていた（津谷 2002、中島 2012、2015）。沿岸地域と山間地域の比較としては廣嶋清志の石見銀山料の

研究（廣嶋 2015）と原伝の石見国那賀郡の浜田藩領跡市組の研究（原 1943）があり、廣嶋は文久３～

４年（1863～4）の分析ではあるが、沿岸地域の人口増加率の大きさは死亡率が低く出生率がやや高いこ

とによってもたらされ、山間地域は死亡率の高さによって人口増加率が小さいことを実証的に明らかに

し（人口増加率の地域平均はマイナス 0.66％）、原は山間地域の増加割合に比べて海岸地域の増加割合が

非常に高いことを報告している(2)。 
本稿では浜田藩領跡市組和木村を対象として沿岸地域の人口変動とその要因を究明することを目的と

する。当該地域の先行研究として山岡栄市は和木村を「砂浜漁村」（山岡 1955）に分類し、港を持たな

いため明治以降に漁業競争力が低下して次第に衰退し人口流出を招いた地域であると定義した上で、近

世の人口増加は社会経済的要因すなわち「漁業の盛大と行商の発展」・「窯業の発展」・「廻船業」が土地

生産に見合わぬ「過剰人口」をもたらし、「農山村に於て生活の安定を得られなかった一種の転落農民」

が移動し「周辺地農村の人口を吸収」したとしている。しかし増加の様相を実証的に検証したものでは

なく山間部に師匠寺を持つ村民が多いことから推測しているに過ぎない(3)。 
和木村の人口は１８世紀から概ね増加しており、延享３年（1746）から明治元年（1868）までの年平

均増加率が 0.94％という非常に高い増加のみられた地域である(4)。本稿では人口学的な方法を用いて和

木村の人口分析を行い、日本海沿岸地域の人口増加の一端を明らかにするとともに海村の比較検証と社

会構造の解明の一助としたい。 
 
第１章 石見国那賀郡和木村の概況と宗門改帳 
第１節 和木村の概況 
浜田藩領那賀郡和木村は現在の江津市和木町と二宮町羽代を合わせた地域である（図１）。中国地方最

大の河川、江の川の河口の西側に位置し、北は日本海に面した砂丘平野、南は嶋の星山山麓の丘陵地か

らなる、海付きの村である。徳川時代は一貫して浜田藩領で、幕末の長州戦争で長州藩支配となり明治

を迎えた。浜田藩領内では北東端にあたり、和木村に残る慶応３年の「風土記」(5)によると浜田城下まで

南西へ４里余、隣村を挟んで北東へ３０町で幕府領大森代官所支配地の郷田村があり、南の津和野藩領

の飛地までは２里余であった。浜田藩領内の村は７つの組に分かれ（『新修島根県史』）、和木村は跡市組
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３６か村に属した(6)。羽代地域は近世初期に都野津村から和木村が分かれたときに和木村に加わり、明治

２２年に再び分割されて二宮町の一部となった（『江津市誌 下巻』139 頁）。 

村高は、慶安３年（1650）に８９石余。その後新田開発により元禄８年（1695）には１１３石弱に増

加したが、文化１１年（1814）に１１７石余に微増しただけで明治まで変化しなかった（和木村の年貢

免状による）。 
表１は村高と１人当たりの石高をその時の人口で除して

求めたものである。１人当たりの石高は、元禄１４年（1701）
時点で５斗に満たず、村高の増加もほとんどないため、人口

が増加するにつれて１人当たりの石高は減少していく。しか

も多くは下田（石盛６斗５升～９斗）(7)と下々田（４斗５升

～６斗）で稲作の適地ではないため米だけで自給するには程

遠かった。近隣沿岸部の村は同様に石高が低く、原は跡市組

各村の慶応４年（1868）の一人当たりの石高を提示し、海岸

部の村と山間部の村の石高が人口増加に反比例することを

示している  (8)。一方畑方は山岡の調査によると承応４年

（1655）の検地高１５町８畝１１歩の内３割弱の３町２反弱

であったが、後の新開によって大幅に下々畑が増加し、明治

１０年（1877）には５６町１反余の内４６町９反余を畑方が

占めるまでになった。畑の開拓は 1760 年代から庄屋小川惣

兵衛良正が砂浜地帯を埋め立てたと言われ、「小川氏のたた

表 1 和木村の石高 

 
注：1）和木村の年貢免状より作成。 

2）人口が判明しない年は直近の 

年の人口から求めた。 

村高（石）
１人当たりの
石高（石）

元禄14 1701 112.998 0.426
宝永3 1706 113.102 0.376
正徳3 1713 113.227 0.332
享保12 1727 113.814 0.257
寛保3 1743 114.355 0.242
宝暦5 1755 114.788 0.233

天明7 1787 115.095 0.187
寛政6 1794 116.750 0.173
文化1 1804 117.006 0.155
文化11 1814 117.189 0.120
慶応2 1866 117.189 0.076

年代

図 1 跡市組の村                         

 
注：海岸部 10 ヵ村は原（原 1943）の分類による。 

浜田藩領跡市組 

和木村 

羽代

幕府領大森代官所支配地 

浜田藩領

原井組 
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浜田藩領市木組 
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江の川 

海岸部 10 ヵ村 
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ら（鑪）経営による鉄穴流しの泥砂を…（略）…埋立て、その上に砂を敷き、耕地とした」（山岡 1955、
97 頁）。この増えた畑では１８世紀中頃から甘藷が栽培され、飢饉のときには大いに役立てられた。 
和木浦は浜田藩の東浦（浜田城より東岸の浦）に属し、浜を境として浦奉行の支配を受け(9)、寛永１５

年（1638）から庄屋が浦年寄を兼帯した(10)。表２は漁業の状況を示した表である(11)。享保２年（1717）
には網船４艘、漁船７艘と小規模な地先漁業であったが、元文元年（1736）に廻船１艘を含め１７艘、

網４帖、浦上納銀１８匁６分となり、宝暦９年（1759）には網数が増えて鰯網５帖と地引網１帖、諸役

銀浦請分が５４１匁６分６厘、慶応２年（1866）には漁船４０艘、廻船６艘と漁業の発達とともに海運

業の進展もみえる。鮮魚や塩物を行商する棒手商は、和木浦一円の権利を持つ親方が鑑札を発行した。

棒手株を持つ人数は宝暦５年（1755）３５人、文化３年（1806）５５人、天保１３年（1842）７０人で

ある。『江津市誌』によると宝暦５年に棒手商の鑑札を求めた商人札の願い出があり、有利な生活手段と

して棒手商が増加したとされる。漁業人口は、宝暦６年（1756）の「覚」によると百姓１３８人に対し

て浦人３４３人、明治５年（1872）の戸籍によると和木村２５３戸のうち「雑業」の漁業者が１２１戸、

棒手商に従事する「商業」が８８戸、「農業」が４１戸であり、８割が漁業に携わっていた。 
廻船業は、「小川惣左衛門が元禄・享保の頃始めたもので、長福丸以下三隻を所有し、宝永年間の『小

鉄船積帳』その他が保存されている。小川氏経営の鑪でできた小鉄は、都濃津浦の『中庭
なかんば

』が積出して

いたのである」（山岡 1955、100 頁）とされており、北前船で大阪まで行き来があったという。近世後期

に向かって砂鉄採集、窯業、酒造業、炭焼なども行っていたということであるが、当地域の史料調査が

進んでいないためまだ議論の準備ができていない(12)。 

牛馬数は表３の通りで、石高に対して牛の数が多く、天保７年

（1836）では４石５斗余につき牛１頭、戸数比ではおよそ７戸に牛

１頭（1838 年時点の戸数１７８軒）の割合になる。農耕に用いる

というよりむしろ運搬用に使用していたと考えられる。 
階層構成の特徴は、宗門改帳に「下人」(13)と記載される世帯が多

数存在し、正徳５年（1715）において下人が５５世帯、百姓が１１

世帯、天明４年（1784）は下人が１１４世帯、「厄介」が２世帯、

「穢名」が１世帯、百姓が６世帯、慶応４年（1868）は「下人」が

表 2 和木村の漁業状況 
廻船 漁船 網船 大敷船 網数 大敷網 鰯網 地引網 四ツ張網 浦上納銀 塩浜銀 その他

（単位：艘） （艘） （艘） （艘） （帖） （帖） （帖） （帖） （帖）

元禄3 1690 1 2 18匁6分
宝永2 1705 8
享保2 1717 7 4
元文1 1736 1（小鉄船） 7 5 4 4 3 1 18匁6分
宝暦5 1755 棒手商35人
宝暦9 1759 1（80石積） 22 4 1 5 1
宝暦11 1761 1 22 6 4 7匁
文化3 1806 棒手商55人
天保7 1836 5（他に附船2） 3 8 1 1
天保13 1842 棒手商70人

慶応2 1866
6

（240石積1、90石積1、
80石積3、60石積1）

40
（大漁舟20、
小漁舟20）

9 小鉄稼

年代

表 3 和木村の牛馬数 

 

牛 馬

宝永2 1705 9 4
享保2 1717 16 3
宝暦9 1759 15 2
宝暦11 1761 15 2
天保7 1836 26 1
慶応2 1866 24 4

年代
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２４２世帯、「地借」が２世帯、百姓が１８世帯と、常に村内の８～９割を下人が占めていたことである。

正徳５年の下人はすべて庄屋の下人であり、その後、羽代の百姓の下人や、他村からの出作の下人も存

在するようになる。羽代地域を除く和木地域は開拓の祖と言われる小川家が鎌倉時代に拓いた土地と伝

わっており、土地と地先水面をすべて所有し、徳川時代を通して庄屋と浦年寄を代々勤めた。村の住人

は当地に来た家臣たちの子孫とされる。組頭は羽代の百姓１軒が勤めた。 
表４に和木村の階層構成を示す。この表は、和木村の「御免状割帳」から作成したが、無高の人数は

免割帳に記載されないため、近い年代の宗門改帳の世帯数から高持の世帯数を除いた数を記した。また

村外に所有する土地は調査していないため含まない。享保元年（1716）の「御免状割帳」から宗門改帳

の名前と照合すると６５石を所有する庄屋が１軒、羽代に居住する１０世帯のうち７世帯が持高２～１

５石の家持の自作農で、持高０～２石の１人だけは村内に名前が一致する者がいないが（1716 年から

1776 年まで６０年間同じ名前であるため人名ではなく地名の可能性がある）、この１人を除いて、残る

５７世帯が無高であった。明和元年（1764）の「下作掛米帖」からは庄屋の和木分の小作として下人３

８人、羽代分の小作として下人４人と百姓４人が確認でき、この頃には下人のおよそ半数が庄屋の小作・

借家人であり、高持百姓の半数が自小作であった。この特徴的な村落構造について、益田庄三（益田 1970）
は、封建的な地主・小作関係、親方・子方関係が近代まで持続した特異な地域としている。 
石東地域の近代の農民階層には地主から一戸前の耕作田畑と住宅その他農業経営に必要な物件をすべ

て貸借する形態として株小作慣行があったことが知られており、鈩と廻船業を営む商人地主も小作集積

を果たし、近世の地主制が近代へつながったと見られているが(14)、和木村の下人は土地家屋一切をすべ

て貸借している点では株小作と類似しており、下人の存在形態を実態に即して解明することが今後必要

である。 

 
第２節 和木村の宗門改帳 
1. 現住地主義の記載 
宗門改帳の様式は藩により定められており地域により精度が異なるため、最初に当該地域の宗門改帳

について詳述する。 
分析に用いた史料は、和木村の元禄１４年（1701）から明治４年（1871）までの４７冊(15)の宗門改帳

と、出来人失人宗旨替帳１１１冊(16)、及び人別送り状である。表５に目録を提示する。和木村の宗門改

表 4 和木村の階層構成 

 
注：持高は小川文書「御免状割帳」により作成。無高の戸数は直近の宗門帳の世帯数から算出。 

階層 戸数 戸数 戸数

50石以上 1 65.553 57.9% 1 77.112 67.4% 1 83.357 72.6%
10～15石 1 10.623 9.4% 0 0 0.0% 1 13.592 11.8%
5～10石 5 31.978 28.2% 3 24.649 21.6% 1 8.679 7.6%
2～5石 1 4.823 4.3% 3 10.466 9.2% 1 3.921 3.4%
0～2石 1 0.25 0.2% 2 2.131 1.9% 6 5.239 4.6%

無高 57 0 0.0% 76 0 0.0% 88 0 0.0%

合計 66 113.227 100.0% 85 114.358 100.0% 98 114.788 100.0%

持高 持高持高

享保１年（1716） 寛延３年（1750） 安永５年（1776）
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帳は石見地方では最古であり(17)、途中欠けている時期はあるものの、明治までの約１７０年間に亘る長

期の観察が可能である。一般的に村に残存する宗門改帳は翌年の御調べのために年内の出入の控えを書

き込む場合が多いが、和木村の宗門改帳にも書き加えや貼紙があり、翌年の御改までの出生・死亡・嫁

入り・婿入り・引越など、個人の移動情報が豊富である。「出来人失人宗旨替帳」及び「増減帳」には前

年の宗門改め以後の出生・死亡・移動が記され、宗門改帳の書き込みに漏れた情報と宗門改帳の欠年を

ある程度補強することができる。 
和木村の宗門改の実施は宝暦１３年（1763）頃の記録「宝暦十三壬酉年起 書留」(18)によると二月朔

日の行事として「一、宗門下改 御定目読聞せ、幷五人組判形取、幷源三郎列席」して行われていた。 
また、明和３年（1766）の「宗門之案紙」によると「当春ゟ増人宗門相改申候御帳面へ人数壱人茂不残

壱歳ゟ旦那寺之宗門請合証文取判封印仕」とあり、前回の宗門改以後に生まれた人は数え年１歳（つま

り生まれた年）から次の宗門帳に記したことが判る。 
宗門改帳を扱う上では記載が現住地主義か本籍地主義かが問題となる。それは、本籍地主義で記載さ

れた場合、出稼ぎなどで数年間村を離れていたとしても区別ができず、実際の居住人口よりも多く（あ

るいは少なく）見積もる恐れがあるためである。そこで和木村の宗門改帳に記載されている「下男」・「下

女」から検討する。下男・下女は世帯を表すと考えられる一筆の中に元禄１４年（1701）から宝暦６年

（1756）まで記載されており、これらの人々は頻繁に移動し、転入日・転出日が宗門改帳や増減帳に記

録された。一例を挙げると、「一、同宗 同寺旦那 歳廿七 下男 長松 此者未ノ十二月十三日ゟ加久

志村へ参居申候」（「元禄十四年 宗門御改帳」）というように記載され、移動日が確認できた下男・下女

の人数は転入が９人、転出が４９人で、このうち４９人の転入日・転出日が１２月１３日に限定される。

下男・下女以外の村人が婚姻などによって移動する場合には様々な日にちが記されているので、史料の

日付は実際の移動日を表すと考えられ、毎年ほぼ決まった日にちに移動する下男・下女は年季奉公人で

あったと思われる。この年季奉公人と思われる下男・下女が、宗門改帳の記載単位である「一打ち」の

中に記載されていることから、実際に居住する単位、つまり現住地主義で作成されたものと考える。下

男・下女は宝暦６年以後記載されなくなり、住み込み奉公から通い奉公や日雇いへ変化したと考えられ

るが、現時点では推測するしかない。 
 

2. 宗門改帳の表題と記述内容 
これまで宗門改帳と総称してきたが、史料の表題は大きく分けて「宗門御改帳」、「御改宗門帳」、「切

支丹宗門御改帳」の３種類ある。「人別帳」という表題が１冊だけあるが、記載内容は 1764 年の「御改

宗門下改人別帳」と他の宗門改帳とで大きく異なるところはなく、宗門改帳の部類に含められる。 
まず、表題と支配との関係について検討すると、浜田藩主は元和５年（1619）から古田大膳太夫重治、

慶安２年（1649）から松平周防守、宝暦９年（1759）から本多中務大輔、明和６年（1769）から再び松

平周防守、天保７年（1836）から松平右近将監と交代するが、表６のように「宗門御改帳」という表題

が大きく変化するのは「切支丹宗門御改帳」となる 1760 年と 1761 年、1770 年の５冊で、1759 年から

1769 年まで本多氏の支配がであった時期と重なることから、藩の方針が影響したと考えられる。このと

きは記載内容も異なり、出生地が記載されている。本多氏の前後、松平周防守の支配期間の表題は「宗

門御改帳」→「御改宗門帳」→「宗門御改下帳」と変化する。 
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享保７年（1722）に徳川吉宗によって行われた全国的な人口調査は、史料が残存していない時期に当

たるため史料からは確認できない。安永５年（1776）に幕府から出された宗派ごとの分冊化の命が和木

村の宗門改帳で確認できるのは 1842 年で、増減帳に限ると 1824 年から宗派ごとに分冊されるようにな

る。幕府領の石見国迩摩郡今浦で文化３年（1806）から宗派別になっていることに比べると格段に遅い

（小林 2009）。その後 1836 年から松平右近将監の支配となった影響は明らかではない。 
次に、記載内容は、名前、年齢、続柄、檀那寺が全史料に共通し、持高の記載はない。「切支丹宗門御

改帳」のみ、先にも触れたが「生国」として出生地の記載があり、女房にも個人名が記されている。1846
年以降の「宗門御改下帳」にも女房の名前が記載される。 
「穢名」と「寺内」は概ね別の冊子に分けられている。1760 年と 1761 年及び 1770 年の「切支丹宗

門御改帳」３冊は穢名の１世帯だけを記載した宗門改帳であり、1784 年と 1791 年の「御改宗門帳」で

は、末尾に穢名世帯が記載されている。また、1844 年、1846 年及び 1861 年の「宗門御改下帳 寺内」

は僧侶１名だけを記載した宗門改帳であり、他の資料に

は僧侶は記載されていない。宗門改帳に記載される身分

は一般的に農民であり、もとより武士は含まれていない

が、和木村では僧侶・穢名も調査が分けられていた。 
宗門改帳の作成月は、寛保２年（1742）までは８～１

０月、寛保４年（1744）から２月改のものが出てきて、

宝暦９年（1759）を最後に秋の作成はなくなる。「出来人

失人宗門帳」は１年のうち春秋２回作成されていること

から、「春御改以後」の表題が始まる享保１７年（1732）
から宝暦９年（1759）の間は春と秋の年２回調査が行わ

れていたと考えられる。『石見町誌』によると市木組矢上

村では天和年間（1682）から明和８年（1772）まで毎年

３月と９月の２回宗門改めを行い、３月に宗門改帳を藩

へ提出していたとあるが、和木村の史料では、出来人失

人帳が年２回作成されたのは 1732～1772 年で、それ以

前は秋のみ、以後は春のみであり、「宗門御改帳」及び「御

改宗門帳」は寛保２年（1742）までが秋作成で、寛保４

表 6 和木村の宗門改帳の表題の年次変化 

 
注：1771 年、1805 年、1823 年、1832 年は表紙を欠損しているため分類には含めない。
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年（1744）以降は宝暦９年（1759）を除いて春作成である。従って、元禄１４年（1701）以降の宗門改

めは、少なくとも 1732 年から 1772 年までは年２回増減を調べ、1742 年までは宗門改帳を秋（８～１

０月）に作成し、1744 年以降は春（２～３月）も作成するようになり、1773 年以後は春改めのみとな

ったと思われる。春秋２回の増減帳が残る 1732～1772 年の間は現存以外に宗門改帳が作成された可能

性を否定できない。 
１８世紀後半からは１冊の宗門改帳を数年に亘って使用している。最初の例は 1760 年の「切支丹宗門

御改帳」で、1761 年以降の増減を貼紙によって上書きする。1784 年からは、毎年年齢を書き加え（史

料１）、末尾に各年の集計を記す。寛政元年（1789）の「宗門帳幷案文 宗門方」および文化１４年（1817）
の案文では数年分表記する文例にはなっていないため、提出する帳は毎年作り、村方の控えとして１冊

を数年間使用して記入する方法がとられていたと思われる。 
 

3. 史料の問題点 
分析上大きな問題となるのは欠年が多いことである。４年以上に亘る欠年としては、A.1716～1736 年

の２０年間、B.1773～1783 年の１０年間、C.1839～1867 年の２８年間の３期間があり、宗門改帳に記

録される世帯の出現理由が不明な世帯が、A 期間に１８世帯、B 期間に６世帯、C 期間１世帯で、1701
～1871 年の間に登場する理由がわからない４１世帯のうち２６世帯にのぼる。同じく、消失理由が不明

な３０世帯のうち A 期間に１１世帯、B・C 期間に３世帯ある。 
もう１点は、名前の変更が多いことである。一人の人間が生まれてから死ぬまでに３～４回名前が変

わる事例も少なくない。名前変更の動機と考えられるのは、1.前世帯主の名前を継承する場合、2.幕府や

藩から禁止文字の通達があり、強制的に名前を変更する場合、3.幼名から成人名に変わる場合、4.動機の

わからない改名である。このうち、1 の前世帯主の名前を継承する場合は、個人を特定することが比較的

容易であるが、それ以外で、例えば増減帳に「下人○○の娘△△が□月□日に出生」と記載されている

とき、世帯主名が変わっていれば特定できず、翌年の宗門改帳でも娘の名前が確認できないことがある。

すると、増減帳に記録されているにもかかわらず、記録が反映されない出生・死亡・結婚・移動が発生

することになる。 
 
第２章 人口増加の実態 
第１節 和木村の人口趨勢 
和木村の人口規模(19)は元禄１４年（1701）時点で２６５人、明治４年（1871）までの１７０年間で１

５３９人へと増加し、年平均増加率に換算すると約 1.0％になる。これは増加率が高かった西南日本の野

母村でも約 0.4％（1766～1871 年）であり非常に高い増加率と言える。 
人口趨勢を表７（末尾）に、人口と世帯数の推移をグラフに示すと図２のようになり、何回かの減少

はあるものの全体的に増加が続き、1806 年以降に増加速度が加速する。 
男女別人口構造は、1772 年までは男子人口が女子人口を上回る年が多く、1784 年に逆転して以降は

性比（男子/女子）が 100 前後となる（図３）。元禄１４年（1701）と宝永元年（1704）だけ突出して男

子人口が多いのは、それ以前の数値がないので推測になるが、史料年代が古いために女子の記録が漏れ

ていて宗門改帳に記録された男子の数が多くなった可能性が考えられる。期間冒頭を除くと 93 から 112
の範囲を上下しており、人口で言うと１０人程度の差で、男子人口が女子人口をやや上回っていた。一
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般的に出生制限がないとされる 105 を概ね下回っているが、出生制限や出生統制が行われていたかどう

かは、出生性比や死亡率の検証と同時に結婚などによる移入・移出も考慮しなければ結論は出せないた

め、この性比からは出生制限の否定は難しいが、積極的な制限には疑問がある(20)。 

人口増加が停滞または減少した時期は、宝暦５～９年（1755～9）、明和９年（1772）、天明５～６年

（1785～6）、天保９～１３年（1838～42）頃の４回で、史料の欠年のため統計には表れないが、「覚」（御

用留）によると享保１６年（1731）秋から同１８年（1733）春まで虫付悪作のため餓死者３９人、病死

者１５人が出ており、いわゆる享保の飢饉は享保１７年（1732）の「定子免状之事」で村高の 65％に当

図 2 和木村の人口と世帯数の推移 
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図 3 和木村の性比の推移（男子／女子） 
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たる７４石５升８合が早稲晩稲当引となるものであった。 
不作は人口減少の要因の一つであり、年貢減免高から検討すると（図４）、宝暦５年の年貢免状では４

４石８斗４升２合が早稲晩稲当引、近隣の黒松村では同年に「虫付損毛」、南川上村では早稲晩稲当引が

「６４石余」となっており（『江津市誌 上巻』1284 頁）、天明６年の年貢免状では３６石８斗３升４合

が早稲中稲検見当引、１４石１斗２升４合が晩稲検見当引きで生高は４７石９斗４升４合となる大規模

な不作で、和木村に残る天明４年の「飢饉極難救帳」には、正月１９日から２月３日までの間、延べ１

７０人の村内困窮者に対して小川良直が「粥焼為喰」を行った記録がある。この年は東日本で被害が大

きかったことが知られる天明の飢饉と重なるが、石見国でも大変な飢饉であった。天保７年にも減免が

あり、天保の飢饉の人口減少が確認できる。 
また嘉永３年（1850）の「村内救民（帳）」には「嘉永三戌年凶荒ノ際村内救民ニ賦与ス」として米・

干甘藷合わせて３９石余りを小川八左衛門が村内の救民に充てた記録があり食糧の窮乏を物語っている

が、それにも拘らず次に宗門改帳で人口が確認できる翌年の嘉永４年（1851）には１３００人と高い増

加が見られる。このように大規模な不作が人口減少をもたらした可能性が高い一方で、宗門改帳がない

1732 年を除いて、30％以上減免されている 1741 年、1869 年には人口の減少が見られないため、不作が

必ずしも人口の減少をもたらすわけではない。海付の和木村では零細な耕地を補うための漁業が行われ

てきたと考えられ、生きるのに必要なエネルギー量を穀物からだけでなく、海産物から補いうることも

見過ごすことができない。また人口の高い増加がみられる 1760 年、1807 年、1843 年は、いずれも棒手

商株の増加した 1755 年、1806 年、1842 年の後であり、商業の発展が人口増加に与えた影響も推測され

る（表２参照）。 
石見地方では１８世紀中頃から畑で甘藷が栽培されるようになる。石見銀山料代官の井戸平左衛門正

明が享保１７年（1732）に甘藷をもたらしたといわれており、後年の飢饉でも甘藷に救われたため、井

図 4 人口の推移と年貢減免の割合 
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戸平左衛門を「芋代官」と称して顕彰碑を建立し現在でも江津市内では部落で毎年「芋法事」を行って

感謝する風習が残る（『江津市誌 上巻』1292～1298 頁）。和木村の鉄穴流しで開拓した耕地は砂地で水

はけがよく、甘藷栽培に適していた。甘藷を主食とした記録はないが、少なくとも飢饉年には保存した

甘藷が活躍したことと考えられる(21)。 
次に、明和９年（1772）は『江津市誌 上巻』（「江津市近世の災害年表」1277～1291 頁）によると

隣の都野津村で「秋よりエキレイ流行」の記録があり、疫病の流行が人口に与える影響も大きい。この

年の和木村の「御改宗門帳」には翌年春までの死者に朱の判が押してあり、死者数は１４６人に上った。

死者の年齢は４０歳代の男子が 25％、女子が 21％に上り青年層に死者が多く出ていたが、次に確認でき

る天明４年（1784）の「御改宗門帳」では人口が回復しており、著しい増加がみられた。この他、近隣

の村の記録では享保１５年（1730）に敬川村で疱瘡流行、安永５年（1776）に都野津村でハシカ流行、

天明４年（1784）には「今年大ニ疫病流行」、享和３年（1803）には「春よりハシカ大流行」（以上、都

野津村）、「石見年表」では安政５年（1858）に「７月よりコロリ流行」という記録があり、疫病などの

流行がたびたび確認される。 
災害としては、文化１５年（1818）に大火に見舞われた記録がある。『江津市誌 上巻』（1274 頁）に

よると消失した竃数は１３３件、家を失った人高７９０人の他、鰯網・鰍網・漁業道具を消失する大火

災で、村の 90％を全焼したとする。幸いにもこの時「怪我人壱人茂無御座候」であったが、村内は困窮

を究め、「一村潰候程之義」につき「跡市組辻」で合力するという異例の援助を受けた。 
宗門改帳の欠年で史料が連続しないためグラフに現れない変化があった可能性はあるが、和木村の人

口は減少をもたらす要因が何度かあったにもかかわらず、その都度急速に回復し、結果的に長期的な人

口増加につながっていた。 
 
 第２節 粗出生率と粗死亡率 
史料が比較的連続している 1740～1838 年を中心に記録された出生・死亡・移動をみていく。期間内

で史料が残存しているのは６７年分(22)で、婚姻などにより他村へ行き不縁戻りとなった場合などをそれ

ぞれ消失と出現の人数に含めると、記録された出現は延べ１６２１人、消失は１０７０人であった。出

生数は１４３０人、死亡数は７６０人、移入は１３３人、移出は２９６人で、推定される出生と死亡が

４人と１人、理由不明の出現と消失が５４人と１３人であった。出現理由と消失理由を割合で表すと、

出現の 88％が出生、8％が移入、3％が不明増加となり、消失では 71％が死亡、28％が移出、1％が不明

減少で、理由不明の増減は無視できる程度であった。 
宗門改め月が年により異なるため史料残存年の出生数と死亡数に改め月を揃える補正を行い人口年平

均増加率から算出した粗出生率と粗死亡率を図５・６と表８に示す。欠年中ではあるが 1772 年 4 月から

1773 年 3 月までの疫病による死亡数だけは判明しているため、1773 年の人口は、記載された死亡数と

1770～1772 年の平均を出生数・移動数として用いた推計値とした。また人口は年初人口に統一し、欠年

の人口は直線的変化を仮定して人口年平均増加率を計算した。この計算において出生数、死亡数が把握

できる宗門帳は、注 22 に示すように 1760 年代においては、1760、64 年の 2 年のみ、1770 年代、1780
年代においては、それぞれ、1770、71、72 の 3 年のみ、1784～89 の 6 年であるため、この間の動態件

数は前後の年次の値の平均を利用している。このため 1760～89 年の 30 年間の人口動態は試算的な性格

のものである。 
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しかし、とくに他の時期に見られない 1760 年代の大きな自然増はその時期の人口の急激な増加によっ

てもたらされたものであるから、おそらく実際に起こったものと思われる。一方 1770 年代の大きな社会

増加の正の値は、疫病流行による多数の死者が出た後 10 年間の人口が把握できないため、自然増加を少

なく見積もっている可能性がある。 
粗出生率は 1760 年代と 1790 年代以降がやや高く、対象期間中の最大値は 1764 年の 51.1‰で、平均

値は 28.6‰であった。粗死亡率の最大値は 1772 年の 135.8‰だが、通常年では 1756 年の 43.8‰が上限

で、平均値は 21.5‰、1780 年代以降は 20‰を下回っている。1772～3 年を除くとすべての年次で出生

率水準よりも死亡率水準が低く、年率 0.86％の自然増加であった。観察期間以外の移動については世帯

数の推移のところで後述するが、１７０年間の人口増加は社会増加によるものではなく、自然増加によ

って増えていた。 

粗出生率の全国平均は 20‰台中盤から 30‰台後半とする木下太志（木下 2002）の報告と、自然増加

の指標となる神戸新田村（尾張国）の 32.6‰（速水 1992）、野母村の 29‰（津谷 2002）と比較すると、

和木村の粗出生率は決して高くはないが、宗門改帳に記載されなかった乳児死亡数を加味すると実際の

粗出生率はもう少し高かったと思われる。粗死亡率は全国平均が 20‰台前半から中盤とされる（木下

図 5 粗出生率（1740～1838 年） 

   

図 6 粗死亡率（1740～1838 年） 

   

0

10

20

30

40

50

60

1740 1750 1760 1770 1780 1790 1800 1810 1820 1830

男子 女子

0

20

40

60

80

100

120

140

1740 1750 1760 1770 1780 1790 1800 1810 1820 1830

男子 女子

− 29 −



 
 

 
 

2002）中では低い値で、野母村の 23‰（津谷 2002）よりも低い。約１００年間の傾向としては 1800 年

頃から出生率が上がり死亡率が低下する傾向が強まっていた。 
一方、社会増加率（年平均増加率―自然増加率）は 1770～80 年代を除いて負の値となり、移入率と移

出率から見ても移出の方が多く、純移動率はマイナスとなるが、総移動率（移入率+移出率）は 9.1‰と

極めて小さく、人口変動には殆ど影響を与えていなかった。表８で純移動率と社会増加率が異なる原因

は不明だが、史料欠年が増減数に影響していると考える。 
１８世紀後半から１９世紀前半にかけての人口変動を自然増加と純移動から考察すると、移動が少な

いために人口変動に与える自然増加の影響が強く、自然増加率の高さは死亡率の低さによりもたらされ

ていた。１８世紀後半の自然増加が確認される地域と比較すると、西条村（美濃国）では出稼ぎなどで

都市部へ移出する人口が 42.5‰と多かったため人口減少をもたらし（中島 2016、58 頁）、海村の野母村

では 4.4‰という移出の少なさが自然増加による人口増加への影響を強めていたが（同 58～60 頁）、和木

村でも移動が少なく自然増加が人口増加の要因となっていた。 
社会増加が少ない理由には、和木村の婚姻の風習の影響が考えられる。論者が明治生まれの住民から

聞き及んだところでは「よそ者の血は入れない」という血統を重んじる風習があり、村内婚が多いとい

図 7 人口年平均増加率の 10 ヵ年平均値 
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表 8 10 年平均の出生・死亡・移動人口と粗出生率・粗死亡率・自然増加率および移動率（％） 

 
注：人口が判明する 67 年分の記載に基づく集計。粗出生率と粗死亡率は改め月を揃える補正を行った。 

  出生数・死亡数・移入数・移出数は年平均である。 

出生 死亡 期首人口 年平均 粗出生率 粗死亡率 自然増加率 社会増加率 移入 移出 移入率 移出率 総移動率 純移動率
（人） （人） （人） 増加率 （％） （％） （％） 年増加-自然増加 （人） （人） （％） （％） 移入+移出 移入-移出

1740-1749 8.1 6.9 465 0.45 2.24 1.56 0.68 -0.23 1.9 2.6 0.44 0.61 1.05 -0.16
1750-1759 8.7 6.4 487 0.18 2.59 2.40 0.18 -0.01 0.4 1.6 0.14 0.55 0.69 -0.41
1760-1769 4.8 1.7 496 2.16 4.44 1.63 2.81 -0.65 0.1 0.8 0.09 0.76 0.85 -0.66
1770-1779 6.3 15.8 615 -0.40 2.75 7.03 -4.28 3.88 0.7 1.6 0.36 0.85 1.21 -0.50
1780-1789 8.6 5.3 591 1.02 2.22 1.42 0.80 0.22 1.7 2.4 0.46 0.64 1.10 -0.19
1790-1799 19.4 8.9 654 1.10 2.91 1.43 1.48 -0.38 3.4 5.0 0.50 0.73 1.23 -0.23
1800-1809 21.5 8.5 730 1.54 2.79 1.15 1.65 -0.11 1.2 5.2 0.19 0.84 1.03 -0.64
1810-1819 19.7 8.8 852 1.44 3.23 1.34 1.89 -0.45 2.6 2.5 0.41 0.39 0.81 0.02
1820-1829 21.3 12.7 984 0.60 2.91 1.93 0.99 -0.39 1.0 2.5 0.14 0.35 0.49 -0.21

1830-1838 29.1 17.3 1044 0.47 2.55 1.62 0.93 -0.46 0.6 6.4 0.05 0.59 0.64 -0.54

平均 14.7 9.2 692 0.86 2.86 2.15 0.71 0.14 1.4 3.1 0.28 0.63 0.91 -0.35

年代
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う。漁業権や漁法を守るために村外との接触を避ける漁村があることは知られているが、漁村の閉鎖性

の一例と言えるかもしれない。 
1701～1871 年の各１０年間における人口年平均増加率を示すと（図７）、1750 年代に 0.2％、1770 年

代に－0.4％となっており、１８世紀後半の人口変動が大きかったことがわかる。飢饉や疫病、災害とい

った人口へのマイナス要因に見舞われながらもその都度強い回復力を見せ、平均して年率 1.0％を超える

高い人口増加率になっていた。 
ところで、1707～1860 年の間で記載された死亡を年齢階層別に示すと図８のようになる（通常年の傾

向を示すため 1772～3 年は除く）。この死亡年齢は人口の年齢別構成を反映していないため傾向を掴むに

とどまるが、一般的に１－４歳代の乳児死亡と２０代の女子の死亡が多くなるところ、和木村では３０

代後半から５０代の男子の死亡が多いという特徴があった。漁村の生業との関わりにおいて海難の危険

を物語るものと思われる。 
 
第３節 宗派別人口の推移 
宗派別の人口の割合を示したものが

図９である。和木村の宗派は浄土真宗、

浄土宗、禅宗に分かれており、真言宗

の世帯は一時期存在しただけである。

１世帯内の家族は同じ檀那寺に属して

おり、半檀家は見られなかった。 
浄土真宗は７０％前後、浄土宗は２

０％前後、禅宗は１５％から１０％へ

やや減少しているが、期間中の割合に

図 9 和木村の宗派別人口割合（1701～1871 年） 
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大きな変化は見られない。更に檀那寺別に詳しく分類したものが図１０で、浄土宗寺院を寺ごとに J1、
J2 と分け、浄土真宗寺院を S1 から S11、禅宗寺院を Z1 から Z3、真言宗寺院を G1 と分類した。檀那寺

は延べ１８か寺あり、1760 年頃から１～３世帯の規模で寺院数が多様化しているが、全期間を通して主

な檀那寺であったのは６か寺で、村内人口に占める割合はあまり変化しない。村内・村外への移動世帯

が多数あれば、檀那寺の種類と檀家人口の増減にもばらつきが生じると考えられるが、1701 年から 1871
年までの人口が５倍の変化であったのに比べて、宗派間の人口変動はきわめて少なく、各檀家人口の変

化も小さいため、人口移動が少ないことを裏付ける結果と言える。 
また、石見国は真宗門徒の多

い地域であるが、和木村では浄

土真宗だけの特異な人口増加は

なかった(23)。浄土真宗では間引

きをしないために人口増加率が

高いという主張に対して、廣嶋

は石見銀山料の調査（廣嶋 2008、
221～250 頁）で、真宗門徒だけ

の特別な人口増加は認められな

かったと報告している。和木村

では出生力の比較をしていない

ため結論は出せないが人口比率

から考えると真宗門徒だけに特

定の行動があったとは思われな

い。 
 

第３章 世帯の変遷 
第１節 宗門改帳の「一打ち」と世帯 
宗門改帳の記載単位を検討し、世帯数の変動をみていく。歴史人口学では一般的に宗門改帳の記載単

位を居住単位とみなすが、ここでは明治５年（1872）の「浜田県管轄第一大区第四十四小区戸籍総計・

浜田県管轄第一大区第四十四小区職分総計」(24)と宝暦１１年（1761）の「下人屋鋪改帳」から「一打ち」

の単位の検討を行う。 
「下人」記載がある中で最後となる慶応４年（1868）の宗門改帳には百姓１８世帯、下人２４２世帯、

地借２世帯の合計２６２が記載されており、明治４年（1871）の「戸籍帳」の戸数と宗門改帳では戸数

が一致する。「浜田県管轄第一大区第四十四小区戸籍総計・浜田県管轄第一大区第四十四小区職分総計」

によると和木村の戸数は２５８軒で、家持が２０軒、借家が２３８軒であった。４軒の差はあるが、百

姓１８世帯と地借２世帯を合わせた２０軒を家持、下人２４２世帯を借家と考えると、明治初年の段階

で宗門改帳の記載単位は実際の居住単位を表すとみてほぼ間違いない。 
宗門改帳の「百姓」の記載は、例えば「はしろ庄兵衛家内 一、禅宗神主村太平寺旦那 とし六十四 

庄兵衛（中略） 家内合六人内、三人男、三人女」となっており、宝暦１０年（1760）以後何度か「家

持」と記載されているので１軒単位と考えられる。和木村の住人の大半を占めた「下人」は前述の通り

図 10 和木村の檀那寺別人口割合（1701～1871 年） 
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庄屋の借家人であり、借家屋敷銭の台帳として作成された宝暦１１年の「下人屋鋪改帳」と宗門改帳の

名前を比較することができる。1761 年時点の小川惣兵衛の借家人は７３名、うち２名は 1761 年に分家

して新しく増えた借家人であった。宗門改帳の宝暦１０年の筆頭者のうち（小川惣兵衛の）「下人」は８

０名、僧侶１名を除いて３名が 1762～1767 年の間に、２名が 1788 年までに失人となったことが確認で

き、残る３名は存続する。僧侶を除く７９名は借家人であったと考えられ、惣兵衛の借家は７１名なの

で残る８名がどのように居住していたかは不明であるが、「一打ち」が１つの家に居住する１世帯であっ

たと考えても差し支えないと考える。 
さらに記載内容から検討すると、先に触れた「下男」・「下女」と表される奉公人が雇い主の世帯の欄

に記されていることから、記録単位が血縁集団ではなく共住集団になっていることが確認できる。また、

元禄１４年（1701）、天保１３年（1842）などの宗門改帳では一区切りごとに屋号が記されており、こ

の屋号は個人の家を区別する呼称として現在でも江津、浜田地域で使用されているものである(25)。 
以上の点から、宗門改帳の記載単位は世帯ごとの居住単位を表していると判断できるので、これより

先は記載単位を１世帯として進めていく。 
 
第２節 世帯からみる趨勢 
元禄１４年（1701）～明治４年（1871）の１７０年間に、和木村の宗門改帳に登場したすべての世帯

を、出現した理由と消失した理由にわけて集計すると、表９のようになる。１７０年間に宗門改帳に登

場した世帯は総計３４８世帯で、世帯ごとの出現理由と消失理由を６つに分類すると、史料の最初の年

に存在している世帯は４９世帯、最終の年に確認できる世帯は２６２世帯で、１７０年間に２１３世帯

表 9 宗門改帳の出現理由と消失理由によるクロス集計 

  

 
 

1 2 3 4 5 6
存続 絶家 出村 吸収 欠落 不明

A. 既存 33 1 5 1 1 8 49
B. 分家 197 11 9 2 5 4 228
C. 入村 7 2 12 0 1 5 27
D. 帰村 1 0 0 0 1 0 2
E. 再興 1 0 0 0 0 0 1
F. 不明 23 4 6 1 0 7 41

262 18 32 4 8 24 348合計

（1701～
　1871年）

消失理由

出
現
理
由

合計

出現理由 

A：最初の年(1701)に宗門改帳に既存 

B：分家（内、下男の独立:6、厄介の独立:1、後家:1） 

C：入村（内、不縁戻りと思われるもの:1） 

D：帰村（不縁戻り:1、帰村後の分家:1） 

E：夫婦養子による再興 

F：不明（内、妻が和木村出身:8、母が和木村出身:4、 

帰村:5、分家:2、父が和木村出身:1、村人の父親:1） 

消失理由 

1：最後の年(1871)に宗門改帳に存続 

2：死亡による絶家 

3：出村（内、除帳:2） 

4：分家の解消・吸収（内、村内への婚入:2） 

5：行方知れず、出奔、欠落 

6：不明（内、死亡による絶家と思われるもの:3） 

− 33 −



 
 

 
 

表 10 世帯数の増加理由別にみた年次変化   表 11 世帯数の消失理由別にみた年次変化 

   
注：1721～1730 年は宗門改帳が欠けているため数値なし。 

既存 分家 入村 帰村 再興 不明

1701 49 49 14.1%
　　　～1710 10 3 13 3.7%
　　　～1720 10 2 3 15 4.3%
　　　～1730 0 0.0%
　　　～1740 5 4 20 29 8.3%
　　　～1750 5 3 8 2.3%
　　　～1760 5 2 4 11 3.2%
　　　～1770 8 3 2 13 3.7%
　　　～1780 10 1 1 1 13 3.7%
　　　～1790 7 4 1 4 16 4.6%
　　　～1800 8 3 11 3.2%
　　　～1810 18 1 19 5.5%
　　　～1820 14 1 15 4.3%
　　　～1830 19 1 20 5.7%
　　　～1840 13 13 3.7%
　　　～1850 34 2 1 37 10.6%
　　　～1860 21 21 6.0%

　　　～1871 41 1 1 2 45 12.9%

合計 49 228 27 2 1 41 348 100.0%

期間
（西暦）

出現理由
合計

増加
割合 存続 絶家 出村 吸収 欠落 不明

1701～1710 3 4 7 2.0%
　　　～1720 1 2 11 14 4.0%
　　　～1730 1 1 0.3%
　　　～1740 2 2 0.6%
　　　～1750 1 3 2 6 1.7%
　　　～1760 1 2 1 4 1.1%
　　　～1770 2 1 2 5 1.4%
　　　～1780 1 1 2 0.6%
　　　～1790 6 6 1.7%
　　　～1800 3 3 0.9%
　　　～1810 2 1 2 5 1.4%
　　　～1820 1 1 2 0.6%
　　　～1830 2 2 0.6%
　　　～1840 3 1 4 1 9 2.6%
　　　～1850 1 1 1 3 0.9%
　　　～1860 2 4 1 2 9 2.6%
　　　～1871 4 2 6 1.7%

1871 262 262 75.3%

合計 262 18 32 4 8 24 348 100.0%

期間
（西暦）

消失理由
合計

減少
割合

増加していた。 
増加理由として最も多いのが分家の２２８世帯で 65％を占める。分家の分類には宗門改帳に「辰九月

四日分家」などと記載される場合だけでなく、分家と明記されず、前年に親世帯にいた者が翌年に筆頭

者として別世帯に記載された場合も含めた。分家した世帯の 86％は最終年まで存続しており、他村へ転

出した世帯はわずか 3％に過ぎない。一方、他村からの転入による増加世帯は２７世帯あったが、最終年

まで存続が確認できたのは 27％で、44％は数年で出村し、16％は欠年中に消失していた。 
表１０の世帯の増加割合を見ると、1700 年代の増加は緩やかだが徐々に増加し（1720 年代は宗門改

帳が欠けているため増減が確認できない）、1800 年代から増加率が上がる。中でも 1840 年代と 1860 年

代では 10％を超えていた。 
表１１の減少面では、1710 年代の減少が最も多く、他の年代には大きなばらつきはみられない。1710

年代の減少が多い理由は消失理由の不明が多いことにも現れているが、宗門改帳が 1716 年から 1737 年

まで欠けていて世帯を追跡できないためである。そのことは 1730 年代の出現理由が不明の世帯数に現れ

る。おそらく消失理由不明の世帯の半数以上は継続して和木村内に存続しているものと考えられる。絶

家した１８世帯の内訳は持高２～５石の自小作が１世帯で、１７世帯は無高層であった（表１２）。 

和木村の世帯数増加は大部分が村内の分家に

よるもので、そのほとんどが村内に定着している

が、和木村への転入世帯は数も少なく、定着率も

低いという特徴があった。期間中の総数３４８世

帯のうち 72％に当たる２６２世帯が期間の終わ

りまで存続しており、世帯の高い継続性が明らか

になった。 
 
第３節 世帯規模と世帯形態 
図１１は和木村の世帯規模の推移を表す。1704 年の変化は史料の精度が疑わしいが、世帯規模は 1701

表 12 階層別にみた絶家数 

 
注：消失理由の番号は表 9 の分類参照。 

2 4 3・5・6
絶家 吸収 その他

地主（持高50石以上） 0 0 0
自作（持高5～15石） 0 1 0
自小作（持高2～5石） 1 0 0
小作（持高2石以下） 0 0 0

無高 17 3 64

階層
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年から 1869 年の間に 5.1 人から 6.5 人まで周期的に変化しており、世帯規模の減少する 1759 年、1785
年、1842 年は人口が減少した年と一致する。世帯規模の減少が人口減少に連動し、人口が回復すると世

帯規模も拡大することを繰り返しているため、全期間を通してみると世帯規模に拡大や縮小の傾向はみ

られず、1701 年から 1871 年の間の平均世帯規模は 5.7 であった。 
世帯規模は中央日本で小さいとされ、西条村（美濃国）は安永２年（1773）に 3.94、明治２年（1869）

に 4.88 で上限となる（速水 1992、194～195 頁）。それに対して東北日本では大きく、1790 年から 1870
年の平均世帯規模をまとめた落合によると 4.0～6.5 である（落合 2015）。和木村は地域的には中央日本

に含まれるが、平均世帯規模 5.7 は東北日本の規模に近い。石見国銀山料の調査では、文久３~４年（1863
～1864）の世帯規模の平均は 4.53 だが、村によって 3.0 から 6.5 まで幅広く、地域別に平均すると沿岸

地域の世帯規模が最も大きく地域平均 4.91 であったと報告されている（廣嶋 2015、322～323 頁）。石

見国の沿岸地域は共通して世帯規模が大きかった可能性がある。 
世帯形態の概要を掴むために 1701 年から 1871 年をおよそ４等分して任意に抽出したものが表１３で

ある。世帯形態の分類には、歴史人口学で広く用いられるハメル－ラスレット分類を用いた（Hammel 
and Laslett1974）。世帯内の奉公人は期間の途中で存在しなくなるため、他の年との比較のために世帯

人数には含めず、奉公人を置く世帯と置かない世帯とに分けて分類した。 
全体的に独居世帯と非家族世帯は少なく、大部分が単純家族世帯、拡大家族世帯、多核家族世帯であ

る。意外にも 1708 年は単純家族世帯が最も多く、1750 年と 1800 年は多核家族世帯が多くなっている。

高持の百姓世帯と無高の下人世帯とを比較すると、百姓世帯は 1750 年と 1800 年で多核家族世帯の割合

が非常に高い。下人世帯は単純家族世帯と拡大家族世帯が占める割合が高いが、奉公人を置く下人世帯

に限っては多核家族世帯が多くなっている。下人の中でも奉公人を置ける世帯は多くの家族を養う力が

あったとみるべきかもしれない。村全体では単純家族世帯が 1708 年に 49.1％に上るのに対し、幕末の

1846 年になると 37.6％に減少し、反対に多核家族世帯が 23.6％から 29.2％に上昇する。世帯形態から

も、世帯規模の大きさが裏付けられる。 
和木村の分家は、親世帯の中にいる男子が嫁を取り、男子が複数の場合には次の嫁を取ると同時（ま

たは数年後）に分家する例が多くみられた。自然増殖力が強く、複数の子供が成長して独立していく過

程で、一時的に多核家族の形態をとる世帯ができ、結果的に多核家族世帯が幕末まで増加したと考える。 

図 11 和木村の世帯規模の推移 
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第４節 分家の要因 
和木村では人口増加に伴って世帯数が増加し、世帯規模がほぼ一定に保たれていた。その世帯数増加

は分家によるものであり、村落内部の人口増加を分家という方法で調節していた。そこで多数の分家を

もたらした要因を探っていきたい。 
幕府は百姓がみだりに土地を売買することを禁じて年貢米の安定を図ろうとし、浜田藩も分地制限に

関する触書を出している。文政２年（1819）の触書（『浜田市誌』）には「田畑家屋敷売買之輩」は「代

官所江可相断旨申付置候…」とあり、代官所へ届け出れば田畑も家屋敷も売買でき、分地を厳しく取り

締まっていた形跡はない。この年に代官所へ「可相断旨」の触れを出す必要があったことを考慮すると、

百姓の間では田畑や家屋敷が頻繁に売買されていたものと思われる。もっとも和木村で分家する主体と

なった下人は売買すべき土地家屋を持たないので、藩政上の制限は存在しなかったと考えられる。 
では、下人の抱え主との関係はどうであったか。小川家抱えの下人の借家台帳である宝暦１１年（1761）

の「下人屋鋪改」には「（前略）右之ものハ先祖代々従来のもの、其上予ヘも勤功者ニ付、屋敷遣候、自

今以後共ニ猥ニ新屋敷遣し申間敷候、功労積候者へ者、時宜ニ応し遣可申候、仍添書如件」とあり、先

祖代々下人であり、（小川）惣兵衛に対して勤功を尽くしていることに対して借家を与えること。功労を

積んだ者には時宜に応じて借家を遣わすこととある。屋敷銭は１反につき７５匁であった。この時の借

家は７３軒で、加筆最終年の寛政７年（1795）までに新屋敷２３軒が追加された。「勤功」が小作や水主

としての働きを指すのか、譜代下人と主家との従属的関係を指すかは明らかでないが(26)、下人に借家を

遣わすことに関しての権限一切は抱え主にあり、「勤功」があれば新屋敷を遣わし、分家が許されている。 
次の史料は安永４年（1775）に和木浦主亀井屋（漁業における小川家の屋号）長兵衛から和木浦船株

抱主共中へ向けて出された「沖達大漁舟・鯖釣舟」の舟株定の一部で、翌年に沖達漁舟株免許を追加付

与したときの控えと思われる史料である。この「沖達大漁舟・鯖釣舟 定」(27)の奥には舟株持主から違

背しない旨を連判した請書が続いている。 

表 13 和木村の世帯形態の推移 

 
注：1）世帯形態の分類は、ハメル－ラスレット分類による。 

  2）1708 年と 1750 年は、後年との比較のため奉公人を置く世帯と置かない世帯にわけて分類した。 

  3）下人は、主家を問わず「下人」身分の世帯を示す。村内本百姓の下人、出作の下人など。 

合計 合計 百姓 下人 合計 百姓 下人 合計
奉公人有 奉公人有 奉公人有 奉公人有

独居世帯 0 0 1 0 1 0 0 2 0 2 0 3 3 0 8 8

(0.0) (0.0) (3.0) (0.0) (1.8) (0.0) (0.0) (2.7) (0.0) (2.4) (0.0) (2.5) (2.3) (0.0) (4.2) (4.0)

非家族世帯 0 0 1 0 1 0 0 2 0 2 0 4 4 1 5 6

(0.0) (0.0) (3.0) (0.0) (1.8) (0.0) (0.0) (2.7) (0.0) (2.4) (0.0) (3.3) (3.1) (7.7) (2.6) (3.0)

単純家族世帯 1 5 19 2 27 1 0 26 1 28 1 36 37 4 72 76

(25.0) (71.4) (57.6) (18.2) (49.1) (12.5) (0.0) (35.1) (100.0) (32.9) (16.7) (29.5) (28.9) (30.8) (38.1) (37.6)

拡大家族世帯 3 0 7 3 13 3 1 24 0 28 0 48 48 4 49 53

(75.0) (0.0) (21.2) (27.3) (23.6) (37.5) (50.0) (32.4) (0.0) (32.9) (0.0) (39.3) (37.5) (30.8) (25.9) (26.2)

多核家族世帯 0 2 5 6 13 4 1 20 0 25 5 31 36 4 55 59

(0.0) (28.6) (15.2) (54.5) (23.6) (50.0) (50.0) (27.0) (0.0) (29.4) (83.3) (25.4) (28.1) (30.8) (29.1) (29.2)

合計 4 7 33 11 55 8 2 74 1 85 6 122 128 13 189 202

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

1750年 1800年 1846年1708年
百姓 下人 百姓 下人
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  覚 
沖達漁舟株壱艘也 

右者其方先祖当家へ依忠勤ニ、於当浦令免許候条、 御公儀様御法度之趣急度相守而、拙者家風掟

義以定目申聞候趣、子々孫々至迄永相守可取持もの也、仍而免状如件 
安永五年丙申六月 

（「沖達大漁舟・鯖釣舟 定」） 

和木浦の漁業のうち「沖達漁舟株」の免状は、先祖が亀井屋に忠勤であり、公儀法度を遵守し、亀井

屋の家風掟の条目を子々孫々まで守ることを誓ったものに亀井屋が与えていた。棒手株についても同様

の定がある（『江津市誌 上巻』1155～1157 頁）ので、上記以外の舟株や、小鉄船、廻船にも同様の規

定があったと推測される。これらの漁業株と鰯網・地引網・大敷網などといった網元と水主の関係をも

って、下人の家産とも言うべき株や水主労働従事の権限を小川家が握っていたとすると、分家に対する

新株免状や水主労働の権利も主家への忠勤によって与えられたと考えられる。 
ここで、相続人が不在のまま病死した下人甚七の跡目相続に関する史料を紹介する。 

乍恐奉願上口上 
一、彦左衛門跡目甚七儀、当秋病死仕候処、相続可仕筋目之もの無御坐候ニ付、跡目一式差上置候

所、今度徳兵衛弟又三郎養子ニ仕呉候様達而被相望候ニ付、親類共相寄及評定ニ、相続為仕度

奉存候間、又三郎何卒養子被仰付被下候様、親類一同ニ願上候、此段宜敷被仰上可被下候、以

上 
安永七戌年     茂八 判 

 十一月     （他３名） 
          甚七親類 半七 判 
 組親 惣五郎殿 

右之通願出仕、取次差上申候、依如件 
 同日     惣五郎 判 
 親方様 

（「自明和元申至安永九子年十有七ケ年之間、明和元ヨリ天保十三寅マテ七十九年ニナル、五・九、第九」(28)） 
彦左衛門の跡目である甚七が秋に病死したが、相続する筋目の者がいないので跡目一式を差上げ置いた

が、このたび徳兵衛から弟の又三郎を養子にさせてほしいと願い出があり、親類一同で評定して相続さ

せることにした。又三郎を何卒甚七跡目の養子に仰せつけくださるよう親類一同願い上げる。という内

容で、徳兵衛から、御家掟筋之儀は申すに及ばず、彦左衛門（甚七）の宗旨に成り、家付の仏簾を大切

にし、仏事も執行するので、弟の又三郎を彦左衛門（甚七）跡目にしてほしいと、甚七の親類に内談し

承諾を得て、徳兵衛の親類４名と甚七の親類が組親（五人組頭）の惣五郎を取次として親方様（小川）

に願い出ている。ここに登場する彦左衛門の家は元文４年（1739）から宗門改帳で確認できる家（史料

欠年のためそれ以前は不明）で、甚七は宗門改帳では次郎吉として登場し、彦左衛門と改名する。宗門

改帳には突然登場するので詳しくはわからないが先代の養子として入家したと思われる人物である。徳

兵衛の家は元禄１４年（1701）当初から続く家で、徳兵衛は男子３人、女子１人兄弟の長男である。徳

兵衛は当時数え年４７歳で妻子持ち、次男はすでに都野津村へ養子に出ており、長女も村内に縁付いて

いて、三男の又三郎２７歳が残されていた。この史料から、①下人が「いえ」を認識していること、②
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「いえ」の根幹は祖先祭祀であり旦那寺が受け継がれていること、③「いえ」の存続には親戚が大きく

関与すること、④他家の跡目を引き継ぐことで新家独立の基盤としていること、 ⑤親方様と下人とが五

人組頭を介して組織化されていること(29)、そして⑥下人の跡目について親方が権限を行使していること

が読み取れる。 
以上のことから、村内での分家は、居住のための家屋と、生業としての水主役・舟株や小作などの経

済基盤の両面で、抱え主である親方（小川家）の裁量で統制されていたことがわかる。 
１章で触れたように、和木浦の棒手株や船数は時代が下るとともに増加しており、それを漁業・廻船

業の進展と捉えるなら、経済面の発展が後退なく進んでいた。進展した漁業などに対して親方は船株や

棒手株等の新株を増加させるとともに、担い手となる下人の分家創出を確保し、経営力を強化していっ

たと考えられる。下人は先祖が「勤功・忠勤」であることが重視されることで、世帯を継承する意識を

強め、村外への流出を抑制する役割も果たしたと思われる。借家小作層が入れ替わる石東地域とは異な

り、小作層（下人）の継続性が高いことが和木村の特徴であった。 
 
おわりに 

 
これまで述べてきたことをまとめると、１章では和木村が半農半漁の村で１８世紀中頃から漁業や流

通の拡大によって経済基盤の発達がみられたことを述べた。次に、和木村の宗門改帳は欠年が多いため

に個人を追跡するには欠陥があるものの、残存年の史料は、支配層の交代によって記載内容が大きく異

なることはなく、現住地主義の記載で史料の精度が高いことを示した。 
２章では、１８世紀初頭からの人口増加が１９世紀以降に加速した概観を述べ、1740 年からの約１０

０年間の分析から、社会増加が人口変動に与えた影響は小さく、自然増加による人口増加、特に死亡率

が低いことが人口増加に作用していたことが判った。 
３章では、移動が少ない背景に分家による世帯数増加があったことを述べた。前提として、宗門改帳

の記載が世帯単位になっていることを確認し、増加世帯の 65％が分家によることを示した上で、世帯を

継続させる要因として村落内部の家産の確保と世帯継承の秩序、祖先崇拝に基づく「いえ」意識の存在

に言及した。 
幕末から全国的に始まる近代の人口爆発は、和木村では１９世紀初頭から既に始まっていた。人口増

加率は常に一定であったわけではなく不作や流行病によって何度も人口減少を経験していたが、観察で

きた範囲では、純移動率が僅かながら負の影響を及ぼしたにもかかわらず中程度の出生率と低い死亡率

が増加を押し上げ、長期的に増加が続いていた。沿岸地域の村においては、土地に制約される農村部と

は異なり、近世期の漁業や流通関連産業の発達によって継続的な経済発展が可能であり、人口増加の機

会がより多かったと考えられる。 
また村内世帯の分家による世帯数の増加は、「西南日本」の家族類型を代表する肥前国野母村と共通す

る特徴である。野母村の長期的な人口増加を支えた要因は、一つは経済的な基盤（地先の漁業だけでな

く遠洋漁業に進出することで経済力を獲得）であり、もう一つは新しく世帯を作ることに対する規制が

なかった（「イエ」の継承者を長男だけでなく、次三男や女子といった多様な継承者を準備）ことと研究

されている（中島 2012）。和木村でも分家による新しい世帯の創出には村共同体の維持と親方への勤労

を怠らない限り規制要因がなく、「いえ」を積極的に継承する意識があったことから、何らかの世帯継承
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システムの存在が予想される。 
社会経済面の解明など今後の研究課題は山積しているが、跡市組沿岸部の人口増加が山間部農村から

の移動・流入であると説明する根拠となった和木村において移入でなく村内増加による人口増加が認め

られたことは、石見国全体の沿岸地域の人口増加が山間部農村からの移入とされてきた従来の考え方を

再考する必要があることを指摘し結びとしたい。 
 
（付記）科学研究費プロジェクト「日本の出生力転換開始の社会経済要因に関する研究―東西２地域の

比較分析―」に参加させていただき感謝いたします。報告に当たり、人口学についてご指導いただいた

廣嶋清志先生を始め、小林准士先生、平井晶子先生、中島満大氏から多大な御教示をいただきました。

深く御礼申し上げます。 
 
【注】 
（1）関山直太郎（関山 1958）の「国別人口表」によると、石見国人口は寛延３年（1750）年に 219,512

人、明治５年（1872）に 259,677 人である。 
（2）原は、浜田藩領跡市組の人口は延享３年（1746）を１００とすると慶應４年（1868）の人口は１

７４となるが、跡市組３６か村を日本海に面した１０か村と其他の２６か村とに分けると「海岸部

１０ヶ村」は２９４で「甚だ高度の増加率を示している」のに反し「山間部２６ヶ村」は１３０で

「前者と格段の相違がある」と述べている（原 1943）。 
（3）山岡は幕末から明治にかけての３０年間の著しい人口増加を、主として社会増加（人口の流入）と

みなし、師匠寺が農山村地帯に分布することを理由として、隣接する農山村地帯からの移住が多い

と推定する（山岡 1955）。しかし、和木村に寺院がないだけでなく、近郷の沿岸地域にも和木村住

人の宗旨である浄土真宗・浄土宗・禅宗の寺院はなく、主な師匠寺が組元として栄えた跡市村周辺

（農山村地域）にあることを根拠として人口移動の根拠とするには不十分である。 
（4）人口増加率（r）の計算式は、r=loge(1533/485)/(1868-1746)≒0.0094=0.94%として求めた。 
（5）小川文書（小川典子所蔵）。以下特に断らない限り史料の出典は同文書。 
（6）和木村の「宗門御改帳」の表題では宝永５年から享保１７年頃まで一時原井組と記載されているが、

詳細は不明である。 
（7）石盛は『新修島根県史』によるとかなり幅があり、和木村の実態は不明。 
（8）跡市組３６か村の一人当たりの石高は０．５１８石、海岸部１０か村は０．１９０石、海岸部以外

２６か村は０．６２３石である（原 1943）。 
（9）地方と浦方の区分については、宝暦１０年（1760）までは地浦の境目なしに地方・浦方の両方の支

配であった（「御尋ニ付差上申一札之事」）。 
（10）天明５年「御尋ニ付浦御役先祖惣兵衛ヨリ連綿仕相勤候趣奉申上書付」。 
（11）漁業と牛馬数の出典は以下の通り。元禄３年、宝永２年、享保２年、元文元年、宝暦１１年、天

保７年の船数・網数は和木村の御用留（この御用留は表書きを「貞応二 天保十三寅年マデ六百廿

年ニナル 第一」から「自安永辰年至天明三卯年十二ヶ年之間 安永ヨリ天保十三寅マデ七十一年

ニナル 第十」として１１冊に分冊されている。おそらく貞応２年から天保１３年までの御用留を

天保１３年頃に書き写したものと思われる）。宝暦９年は「御上御尋ニ付申上御口上」。慶応２年は
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「書上帳」。以上は、小川文書。宝暦５年、文化３年、天保１３年の棒手商人数は『江津市誌 上

巻』による。 
（12）なお、昭和３１年の近世村落研究会（代表児玉幸多）の調査で和木村小川家に地方・浦方史料の

多数の所蔵が確認されているが現在まで十分な目録は作成されていない。 
（13）明治４年４月に和木村小川宗朔と同庄屋仮役小川八郎から浜田県御役所に差出した願書の控によ

ると「旧来小前之者一同下人家内」とあり、小前を下人と称していた。 
（14）阿部は株小作の前段階として近世後期に借家小作慣行の存在を主張している（阿部 2004）。都治

本郷村の寛政４年（1792）から幕末までの階層構成では借家層が常に 70～80％を占めている。 
（15）他に、穢名１世帯だけを記した宗門改帳が５冊、僧侶１世帯だけを記した宗門改帳が４冊ある。 
（16）他に、年代不詳の竪帳が６冊ある。 
（17）『江津市誌』による。なお、より古い人口史料としては銀山料波根村の「観聴随筆」（加藤家文書）

がある（原慶三「近世島根県域の人口変動について―教材化へ向けた基礎的研究 その１―」『研

究紀要』島根県、平成１７年４月）。 
（18）宝暦１３年（1763）から書き起こされた和木上（小川）の年中行事等の記録で、内容は、年中行

事、臨時勤向、雑記からなり、宝暦１３年頃に書かれた部分と、天保１４年（1843）以降に書き継

がれたとみられる部分がある。年中行事の部分は宝暦１３年当時に書かれたものと思われる。なお

宗門改め月は宗門改帳の表題から見る限り２月に限定されていない。史料中の源三郎は庄屋惣左衛

門の下人で、『江津市誌』によると魚問屋的性格を持つとされる人物である。 
（19）原は跡市組人口の比較において、穢多、穢名、茶筌、乞食の人数を含めていないが、本稿では穢

名を含めた人数を用いる。なお、和木村の穢名は確認できる範囲では１世帯のみで、人口規模に与

える影響は少ない。 
（20）浄土真宗の門徒の多い当地域は間引きが行われないと言われるが、『江津市史』では明治期に堕胎

を行う老婆の存在が記されていることから、間引きが行われなかったと断言はできない。 
（21）前掲の「飢饉極難救帳」では白米と麦入りの粥を炊いており、明治２年の「村内救民」では米と

麦と干甘藷の賦与が確認できる。また「因藩御止宿ニ付雑混日用記」には慶応２年から１年半小川

家に滞在した因幡藩士に対する賄記録が記されているが、日々の炊き出し分として白米と２割の割

麦を消費している。武士の日常食として麦入り白米を出していた記録をそのまま農民・漁民の日常

食に当てはめるのははばかられるが、少なくとも幕末において常食を麦ごはんとする地域であった。 
（22）宗門改帳から人口が判明する年は、1740～1742 年、1744～1750 年、1752～1755 年、1759～1760

年、1764 年、1770～1772 年、1784～1802 年、1805～1816 年、1823～1838 年である。史料が欠

年となる３２年間には３３８人の出現と２３５人の消失があり、史料残存年の出現１６２１人と消

失１０７０人のそれぞれ２割に相当する増減があった。増減帳の記録から出現と消失の理由を補っ

た上で、両親がいる世帯で子供として現れた場合を出生、子世代の家族がいて父母が消失した場合

を死亡と推定すると、出現人数中の推定出生が 62％、移入が 17％、不明増加が 21％あり、消失で

は推定死亡が 17％、移出が 26％、不明減少が 57％となった。不明減少が多くなる理由は、消失の

場合は村内移動と村間移動あるいは死亡の区別が全くできないためである。このように欠年の死亡

と移出の推定はとくに困難なため、上記の欠年の増減は分析対象から外した。なお死亡数だけが判

明する 1773 年は、死亡数だけ反映すると社会増加 4.16％という不自然な値が出るため、直近の出
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生数と移動数から 1773 年の出生数と移動数を推計し、1773 年の人口を求めた。 
（23）有元正雄は元禄１４年（1701）と慶応４年（1867）の２時点の人口の比較において真宗門徒の人

口増加率が浄土・禅宗の信者より高いことから真宗門徒の殺生忌避の観念による人口増加としてい

るが（有元 2002）、１７０年間を通した観察では真宗門徒の 6～7％の増加と禅宗信者の 6％の減少

が見られるものの、浄土宗信者の割合は微減にとどまり、真宗門徒の人口増加と大きな差を成すと

は言えない。 
（24）和木村に残されているこの書上は、戸数・社・庵・平民人員総計と、医・農・工・商・雑業の職

種別人口・人員総計を調査し、末尾には戸長と副戸長が記されており、壬申戸籍の調査の一環とし

て提出した控と思われる。 
（25）屋号といっても必ずしも「屋」が付くわけではなく、小字名や本家分家関係を表す屋号も存在す

る。現在の和木町でそのまま使用されている屋号も複数あった。 
（26）和木浦船株規定においても「往古其方共先祖当家忠節ニ依り」船株を遣わし、「家作法相定候条」

を堅く守るようにという取り決めがあり、この慣行を以て『江津市誌 上巻』（1072 頁）では中世

的支配と隷属関係が近世末期まで及んだとしている。 
（27）この史料は、江津市立図書館が所蔵する近世村落研究会が撮影した小川家文書の写真「安永四年

未十二月十七日申渡ス、家風掟 法度書、長兵衛改（判）」を参照した。現物は現在確認できてい

ない。 
（28）明和元年（1764）から安永九年（1780）までの御用留を天保十三年（1842）頃に書き写した文書。 
（29）岡崎三郎（岡崎 1972）は「親方様小川家覚書（一）―親方子方関係を主として」において、「地

下→組親→親方のルートによる」文書によって養子縁組に関する親方の威勢のほどを知ることがで

きる、としている。 
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表 5 和木村の宗門改帳関係目録 

 

西暦 年 月 表題（内容） 村名ほか 作成者 宛名 形状 形状備考 員数 備考

1701 元禄14 8 宗門御改帳 阿刀市組　和木村
和木村庄や市右衛門　他１
名

福本武兵衛、稲垣四郎
右衛門、坂口次郎兵衛

竪帳 一部破損 1 全戸屋号記載

1703 酉（宝永2ヵ） 9月8日 覚（人別送り状　七兵衛58歳ほか4名上村へ参申）
和木村庄や惣左衛門（書
判）

上村庄や五右衛門 竪紙 1 （宝永1の宗門帳に挟む）

1704 宝永1 9月4日 宗門御改帳 阿刀市組内　和木村
和木村庄屋市右衛門、他１
名

野村弥右衛門、坂口次
郎兵衛

竪帳 1

1707 宝永4 9月15日 （戌ノ九月十九日御改以後出来人失人帳）
和木村庄や惣左衛門　他１
名

野村弥右衛門、寺戸新
五兵衛

竪帳 1

1708 宝永5 9月14日 宗門御改帳 原井組　和木村
和木村庄屋惣左衛門　他１
名

野村弥右衛門、寺戸新
五兵衛

竪帳 1 一部屋号記載

1710 宝永7 5月14日
宗門御改ニ付差上申証文之事（宗門改実施の証
文）

村別庄や、組頭
鈴木角之丞、寺戸新五
兵衛

竪紙 1 （宝永5の宗門帳に紙縒りで綴じる）

1711 （正徳1ヵ） 9月7日 覚（人別送り状　孫市ほか2名此方払ニ仕候） 跡市村組頭庄兵衛 和木村庄や惣左衛門 切紙 1 （宝永5の宗門帳に紙縒りで綴じる）

1711 正徳1 9月24日 御改宗門帳 原井組内　和木村
和木村庄屋惣左衛門　他１
名

鈴木角之丞、門田与兵
衛

竪帳 1 寅9/17調査以後の失人も記載、一部屋号記載

1713 正徳3 9月19日 （辰九月廿二日御改以後失人出来人帳）
和木村庄や惣左衛門　他１
名

鈴木角之丞、石田弥惣
右衛門

竪帳 1

1715 正徳5 8月21日 覚（人別送り状　為兵衛娘さな19歳→半助嫁ニ成） 敬川村庄や伊右衛門 和木村庄屋惣左衛門 切紙 1 （正徳1の宗門帳に挟む）

1715 正徳5 8月26日
覚（人別送り状　甚兵衛男子次郎松11歳→平三郎
内へ参居申候）

都野津村庄屋市郎右衛門 和木村庄屋惣左衛門 切紙 1 （正徳1の宗門帳に挟む）

1715 正徳5 9月17日 宗門御改帳 原井組　和木村
和木村庄屋惣左衛門　他１
名

鈴木角左衛門、星野冨
右衛門

竪帳 1 午9/16調査以後の失人も記載

1715 正徳5 9月17日 午秋御改以後出来人帳 原井組　和木村
和木村庄屋惣左衛門　他１
名

鈴木角左衛門、星野冨
右衛門

竪帳 1

1716 享保1 9月14日 （未九月十七日御改以後失人出来人帳）
和木村庄や惣左衛門　他１
名

鈴木角左衛門、星野冨
右衛門

竪帳 1

1731 亥（享保16ヵ） 12月13日 覚（人別送り状　きよ13歳→久左衛門所へ参居候） かくし村庄屋又右衛門 和木村庄や惣左衛門 切紙 1

1731 享保16 8月26日 亥秋宗門御改人高目録覚 和木村庄屋惣左衛門
福井嘉右衛門、松田勘
左衛門

竪紙 1

1732 享保17 8月22日 子春御改以後出来人長 跡市組　和木村
和木村庄や惣左衛門　他１
名

加藤弥市右衛門、冨永
幸伍

竪帳 1

1732 享保17 8月22日 御改宗門帳 跡市組　和木村 庄屋惣左衛門 袋 破損 1 袋のみ

1732 子（享保17ヵ） 8月4日
覚（人別送り状　平右衛門女子しな23歳→彦四郎女
房ニ成参居候）

神主村庄屋貞平（書判） 和木村庄屋惣左衛門 切紙 1

1732 子（享保17ヵ） 8月13日
覚（人別送り状　清次郎24歳→波代権助跡へ参申
候）

加久し村庄屋又右衛門 わき村庄や惣左衛門 切紙 1

1735 享保20 8月11日 卯秋御改出来長 和木村
和木村庄屋惣左衛門　他１
名

加藤弥市右衛門、矢野
十右衛門

竪帳 1

1735 享保20 8月11日 御改宗門帖 跡市組　和木村 袋 破損 1 袋のみ
1735 享保20 8月11日 御改宗門帳 竪紙 欠損 1 表紙のみ

1737 元文2 8月25日 御改宗門帳 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
加藤弥市右衛門、安田
重兵衛

竪帳 1 竪紙1を挟む（出来人書上げ、年未詳）

1737 元文2 8月25日 巳春御改以後出来人長 和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
加藤弥市右衛門、安田
重兵衛

竪帳 1

1738 元文3 8月28日 午春御改以後出来人長 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、安田重
兵衛

竪帳 1

1739 元文4 10月28日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村
和木村庄や惣兵衛判　他１
名

矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1 未秋の調査以後の失人も記載

1739 元文4 10月28日 未春御改以後出来帳 和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1 差合名記載

1740 元文5 8月27日 御改宗門帖 跡市組　和木村
和木村庄屋惣兵衛（判）　他
１名

矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳
袋あり（袋
破損）

1 申春の調査以後の失人も記載

1740 元文5 4月10日 未秋御改以後出人失人宗門帳 和木村控へ 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1740 元文5 8月27日 申ノ春御改以後出来人長 跡市組之内　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1741 元文6 2月28日 申ノ秋御改以後出来人失人宗門帳 和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1741 （元文6ヵ） 8月1日
覚（人別送り状　甚右衛門後家ノ内市松11歳→羽
代九左衛門家内参居候）

上村庄や五郎兵衛（書判） 和木村庄屋惣兵衛 切紙 1 （元文5の宗門帳に結びつける）

1741 寛保1 10月15日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1 酉春の調査以後の失人も記載、差合名記載

1741 寛保1 10月15日 酉ノ春御改以後出来人帖 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1742 寛保2 2月26日 酉秋御改以後出来人失人宗門帳 跡市組之内　和木村
和木村庄屋惣兵衛判　他１
名

矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1742 寛保2 8月28日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1742 寛保2 8月28日 戌春御改以後出来人帖 跡市組之内　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1743 寛保3 8月17日 亥秋御改宗門帳 跡市組　和木村
和木村庄屋惣兵衛（書判）
他１名

矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1
内容「亥春改以後出来人失人壱人も無御座候」
ため個人名なし

1743 寛保3 4月28日 戌秋御改以後出来人帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1743 寛保3 4月28日 （戌秋御改以後失人之覚） 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1744 寛保4 2月18日 御改宗門帳 跡市組　和木村
わき村庄や惣兵衛書判　他
１名

矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1 亥秋の調査以後の失人も記載

1744 寛保4 2月18日 亥秋御改以後出来人帳 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、波多野
軍兵衛

竪帳 1

1744 延享1 9月18日 子春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他1名
矢部四郎兵衛、荒木卯
八

竪帳 1

1745 延享2 2 子秋御改以後出来人失人長 和木村 和木村庄や惣兵衛　他1名
矢部四郎兵衛、荒木卯
八

竪帳 1

1745 （延享2） 2月18日 子ノ秋御改以後出来人帳 和木村 和木村庄や惣兵衛　他1名
矢部四郎兵衛、荒木卯
八

竪帳 1 「子秋御改以後出来人失人長」の出来人と同じ

1745 延享2 2月18日 御改宗門帳 阿刀市組　和木村
和木村庄屋惣兵衛（書判）
他１名

矢部四郎兵衛、荒木卯
八

竪帳 1 子秋の調査以後の失人も記載

1745 延享2 8月19日 丑春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他1名
矢部四郎兵衛、荒木卯
八

竪帳 1

1745 （延享2） （丑春御改以後出来人之覚） 竪帳 1
「丑春御改以後出来人失人宗門帳」の出来人と
同じ

1746 延享3 3月30日 御改宗門帳 阿刀市組　和木村
（和木村庄屋惣兵衛　他１
名）

（矢部四郎兵衛、荒木
卯八）

竪帳
裏表紙欠

損
1 丑秋の調査以後の失人も記載

1746 延享3 （秋ヵ） 寅春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他1名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1

1746 延享3 寅春御改以後出来人失人宗門帖 跡市組和木村 竪紙 帳欠損 1 表紙のみ

1747 延享4 3月28日 御改宗門帳 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳
袋入り（袋
破損）

1 寅秋の調査以後の失人も記載

1747 延享4 3月28日 寅秋御改以後出来人長 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳

袋入り（延
享4の宗門
帳の袋に
同封）

1

1747 延享4 10月10日 卯春御改以後出来人失人宗門帳 和木村 庄屋、組頭 竪帳

袋入り（延
享5の宗門
帳の袋に
同封）

1

1748 延享5 3月7日 御改宗門帳 跡市組　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1 卯秋の調査以後の失人も記載

1749 寛延2 3月6日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1 辰秋の調査以後の失人も記載

− 43 −



 
 

 
 

 

1749 寛延2 3月6日 辰秋御改以後出来人帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1

1750 （寛延3ヵ） 2月23日
覚（人別送り状　政右衛門娘しほ21歳→甚六嫁ニ参
居申候）

加久志村庄や庄六 わき村庄や惣兵衛 切紙 1 （寛延3の宗門帳に結び付ける）

1750 寛延3 3月14日 御改宗門帳 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1 巳秋の調査以後の失人も記載

1750 寛延3 3月14日 巳秋御改以後出来人帳 和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1

1750 （寛延3ヵ） 9月16日
覚（人別送り状　長左衛門下女とめ29歳→羽代弥
右衛門嫁ニ成参居候）

千田村庄や弥三右衛門 和木村庄屋惣兵衛 切紙 1 （寛延3の宗門帳に結び付ける）

1750 （寛延3） 9月20日 （午春御改以後出来人之覚） 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、中村綱
右衛門

竪帳 1

1751 寛延4 9月10日 未春御改以後出来人失人宗門帳
跡市組　和木村ひか
へ

和木村庄や惣兵衛　他１名
関村嘉右衛門、矢部四
郎兵衛

竪帳 1

1752 宝暦2 3月7日 御改宗門帳 跡市組　和木村 惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳 1 未秋の調査以後の失人も記載

1752 宝暦2 9月10日 申ノ春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組　和木村 西方寺、浄光寺　西楽寺 竪帳 1

1753 宝暦3 2月11日 御改宗門帳 跡市組　和木村
和木村庄や惣兵衛（書判）
他１名

矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳 1 申秋の調査以後の失人も記載

1753 宝暦3 8月19日 酉春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組　和木村控 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳 1 失人のみ記載

1754 宝暦4 2月16日 御改宗門帳 跡市組　和木村
和木村庄屋惣兵衛（書判）
他１名

矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳
袋入り（袋
破損）

1 酉秋の調査以後の失人も記載

1754 宝暦4 2月16日 酉ノ秋御改已後出来人帳 跡市 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳 1

1754 宝暦4 8月19日 戌春御改以後出来人失人宗門帳 跡市組　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、関村嘉
右衛門

竪帳 1 失人のみ記載、切紙1を挟む（書判の練習ヵ）

1755 宝暦5 2月23日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村 竪帳
28軒目以
降ナシ

1 戌秋の調査以後の失人も記載

1755 宝暦5 2月23日 戌秋御改以後出来人帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名 竪帳 1

1756 （宝暦6ヵ） 2月6日
覚（人別送り状　長二郎姉しけ51歳→治兵衛女房ニ
成り参申候）

和木村庄や惣兵衛 浜田町御目代仙左衛門 切紙 1 （宝暦6の宗門帳に挟む）

1756 宝暦6 2月20日 御改宗門帳 和木村 和木村庄屋惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、岡本六
郎右衛門

竪帳
人数合計
は宝暦5・6

年分
1 亥春の調査以後の失人も記載

1756 （宝暦6ヵ） 子春 （子ノ春出来人失人帳） 竪帳 1
（宝暦6「亥春御改以後出来人帳」に加え失人も
記載）

1756 宝暦6 2月20日 亥春御改以後出来人帳 和木村 和木村庄や惣兵衛　他１名
矢部四郎兵衛、岡本六
郎右衛門

竪帳 1
（年未詳（子ノ春出来人失人帳）と出来人は同
じ、失人なし）

1759 宝暦9 2月20日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村
和木村庄屋惣兵衛（判）（書
判）　他1名

矢部四郎兵衛、岡本六
郎右衛門

竪帳 1 寅春の調査以後の失人も記載

1759 宝暦9 8月25日 御改宗門帳 跡市組之内　和木村 和木村庄や惣兵衛　他1名
小沢五郎右衛門、玉虫
善兵衛、松浦藤助、山
本久太夫

竪帳 1

1760 宝暦10 切支丹宗門御改帳
石見国那賀郡跡市
組　和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄や惣兵衛　他1名

小沢五郎右衛門、玉虫
善兵衛、松浦藤助、山
本久太夫

竪帳/
大判

1
生国記載、女房名記載、「下人家/家持」記載、
表紙記載事項「巳年御案紙此奥ニ有リ」、（記載
期間1760～1764年）

1760 宝暦10 3 切支丹宗門御改帳　一番　穢名
石見国那賀郡跡市
組　和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄屋惣兵衛　他1名

小沢五郎右衛門　他3
名

竪帳 1 穢名のみ

1761 宝暦11 切支丹宗門御改帳　穢名
石見国那賀郡跡市
組　和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄屋惣兵衛　他1名

小沢五郎右衛門　他3
名

竪帳 1 穢名のみ（上記と同一内容）

1761 宝暦11 4 切支丹宗門御改帳　二番　三番　穢名
石見国那賀郡跡市
組　和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄屋惣兵衛（判）　他1名

小沢五郎右衛門　他3
名

竪帳 1 穢名のみ

1764 宝暦14 3 御改宗門下改人別帳 庄屋惣兵衛用 竪帳 1
女房名記載、「下人家持/家持百姓」記載、記載
期間1764～1768年）

1766 明和3 年々宗門請払帳 和木村 竪帳 1 前年の調査以後の出来人・失人記載

1766 明和3 年々宗門之案紙 綴 1

明和3「[破損]三ヶ條案文」「添正文案紙」「届書
之事」など、宝暦11「男女縁組届書・同他領之分
願書・引越者願書　御案紙」、宝暦12「宗門村払
人取遣御案紙写」、宝暦10「宗門帳調方御名当
テ御案紙写」・「御当代宗門改御案紙」合冊、（記
載期間1760～1762年、1766～1777年）

1769 明和6 払状出覚帳 和木村 竪帳 1 前年の調査以後の失人記載
1769 明和6 切支丹宗門御改帳　穢名 和木村 竪帳 1 穢名の出来人のみ

1770 明和7 2 切支丹宗門御改帳　穢名
石見国那賀郡跡市
組　和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄屋和吉　他1名

辻源兵衛、野木忠右衛
門、田中幸七郎、野沢
助左衛門、山本宇兵
衛、岩倉軍太夫、中野
□右衛門

竪帳 1 穢名のみ

1770 明和7 2 切支丹宗門御改帳
跡市組石見国那賀
郡和木村

石見国那賀郡跡市組和木
村庄屋和吉　他1名

辻源兵衛　他6名 竪帳 1
生国記載、女房名記載、「家持」（百姓）記載、
春・秋改

1771 明和8 3 （宗門改帳） 和木村庄屋和吉　他1名
野村九兵衛、寺井嘉藤
次

竪帳
表紙破損、
1軒目欠け

1 春・秋改

1772 明和9 3 御改宗門帳
阿刀市村（組ｶ）　和
木村

和木村庄屋和助　他1名
野村九兵衛、寺井嘉藤
次

竪帳 1
卯秋の調査以後の出来人・失人も記載、表紙記
載「（判）此判在之分ハ巳ノ春死人相印也」

1784 天明4 2 御改宗門帳 阿刀市組　和木村 竪帳 罫紙 1
本外に穢名記載、7年分列記、宗門改め規定記
載、（記載期間1784～1790年）

1788 天明8 2 宗門帳案文 竪帳 下部欠損 1

1789 寛政1 6 宗門帳幷案文　宗門方 竪帳 上部破損 1
（袋「宗門書方壱通幷案文写二通」と紙縒りで一
括）

1791 寛政3 2 御改宗門帳 跡市組　和木村 竪帳 罫紙 1
穢名記載、12年分列記、宗門改め規定記載、
（記載期間1791～1802年）

1803 享和3 3月5日 浄土宗・禅宗・真宗　亥春出来人・失人・宗旨替帳 跡市組　和木村 和木村庄屋小十郎 福岡小平太、川部吾八 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「一」
1804 享和4 3月5日 浄土宗・禅宗・真宗　子春出来人・失人・宗旨替帳 跡市組　和木村 和木村庄屋小十郎 福岡小平太、川部吾八 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「二」

1805 文化2 （宗門御改下帳）
和木村庄や宗平（書判）　他
1名

竪帳
表紙欠損、
1軒目欠け

1
本外に穢名記載、3年分列記、（記載期間1805～
1807年）

1805 文化2 3 浄土宗・禅宗・真宗　丑春出来人・失人・宗旨替 跡市組　和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「三」
1806 文化3 3 浄土宗・禅宗・真宗　寅春出来人・失人・宗旨替 跡市組　和木村 和木村庄や宗平　他1名 福岡小平太、川部吾八 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「四」
1807 文化4 3 浄土宗・禅宗・真宗　卯春出来人・失人・宗旨替 跡市組　和木村 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「五」

1808 文化5 3 宗門御改下帳 阿刀市組　和木村
和木村庄屋宗平（書判）　他
1名

竪帳 1 5年分列記、記載期間（1808～1812年）

1808 文化5 3 浄土宗・禅宗・真宗　辰春出来人・失人・宗旨替 阿刀市組　和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「六」
1809 文化6 3 浄土宗・禅宗・真宗　巳春出来人・失人・宗旨替 阿刀市組　和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「七」
1810 文化7 3 浄土宗・禅宗・真宗　午春出来人・失人・宗旨替 跡市組　和木村 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「八」
1811 文化8 3 浄土宗・禅宗・真宗　未春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「九」

1812 文化9 3 宗門御改下帳 阿与市組　和木村
和木村庄屋宗平（書判）　他
1名

竪帳 1
表紙記載「申年ﾖﾘ閏子年三月日迄　以上五ヶ年
之間用之」、5年分列記、（記載期間1812～1816
年）

1812 文化9 3 浄土宗・禅宗・真宗　申春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「十」
1813 文化10 3 浄土宗　酉春出来人・失人・宗旨替 和木村 綴 1 宗派別のものを合冊、（朱書）「十一」
1814 文化11 3 浄土宗　戌春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別、（朱書）「十二」
1814 文化11 3 禅宗　戌春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別
1814 文化11 3 真宗　戌春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別

1815 文化12 3 浄土宗・真宗　亥春出来人・失人・宗旨替 和木村 綴 1
宗派別のものを合冊、禅宗はなし、（朱書）「十
三」

1816 文化13 3 浄土宗・禅宗・真宗　子春出来人・失人・宗旨替 和木村 竪帳 1 宗派別に集計、（朱書）「十四」
1817 文化14 2月3日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 長帳 1 宗派別に集計、（朱書）「十五」

1817 （文化14ヵ） （宗門帳案文） 竪帳 袋入り 1
竪紙2を挟む（罫線の台紙）、文化14年（寛政1の
宗門帳案文と紙縒りで一括、「宗門書方壱通幷
案文写二通」の袋入り）

1818 文化15 2月3日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 長帳 1 宗派別に集計、（朱書）「十六」「文政改元」
1819 文政2 2月3日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 （朱書）「十七」
1820 文政3 2月2日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 （朱書）「十八」
1821 文政4 1 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 （朱書）「十九番」
1822 文政5 2月1日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 上部破損 1

1823 文政6 （宗門御改下帳）
和木村庄屋宗兵衛（書判）
他1名

竪帳/
大判

表紙以下
数枚破損

1
表紙記載「自文政六癸未年　皇紀二千四百八十
三年」、10年分列記、公儀・御家差合名字記載、
（記載期間1823～1832年）
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1823 文政6 2月5日 浄土宗・禅宗・真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 （朱書）「廿壱番」
1824 文政7 2 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別

1824 文政7 1月19日
宗門送り状之事（萬左衛門下人平蔵妹ミな29歳→
下人彦四郎嫁相成り遣シ申候）

小田村庄屋伊左衛門（判） 和木村庄屋宗兵衛 切紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 文政7 1
宗門送状一札（小田村たつが上平蔵妹とな→彦蔵
方へ致入縁候）

小田村専称寺 智田村浄光寺 竪紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 申（文政7ヵ） 2月2日
宗門送一札之事（甚蔵29歳・よね21歳、庄屋豊三郎
下人幸助忰嫁共ニ羽代村百姓直六下人ニ相成弐
人共遣申候）

神村庄屋豊三郎 和木村庄屋宗兵衛 竪紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 甲申（文政7ヵ） 2
覚（人別送り状　権進弟乙蔵26歳→五左衛門下人
有平養子ニ罷越候）

銀山附御料郷田村庄屋六
郎兵衛

浜田領和木村庄屋宗兵
衛

切紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 文政7 2 宗門許状（栄蔵娘ふる→辰之助方江致入嫁） 跡市村西楽寺（判） 千田村浄光寺 切紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 文政7 2
宗旨請送一札（久右衛門妹はま→四郎兵衛方江致
入嫁候）

御料所江田村円覚寺 浜田領千田村浄光寺 竪紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 （文政7）
宗門請一札之事（下人貞蔵伯母とち→孫八家内ニ
入家仕候）

浜田観音寺（判） 和木村庄屋宗兵衛 切紙 1 （文政7の人別送り状一括）

1824 文政7 2 宗門許状（栄蔵娘まき→惣四郎娘ニ遣） 西楽寺（判） 西方寺 切紙 1 （文政7の人別送り状一括）
1824 文政7 2 禅宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1824 文政7 2 真宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1825 文政8 2 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1825 文政8 3 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1825 文政8 3月5日 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1826 文政9 2 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1826 文政9 3 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1826 文政9 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1827 文政10 2 浄土宗　亥春出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1827 文政10 2 禅宗　亥春出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1827 文政10 2 真宗　亥春出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1828 文政11 2 浄土宗　子春出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1829 文政12 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別、（この年次は浄土宗のみ）
1829 文政11 2 禅宗　子春出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1829 文政11 2 真宗　子春出来人失人宗旨替帳 和木村 竪帳 下部破損 1 宗派別
1830 文政13 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 1 宗派別、（この年次は浄土宗のみ）
1831 天保2 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別、浄土宗のみ（この年次は禅宗なし）
1831 天保2 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別、真宗のみ（この年次は禅宗なし）

1832 天保3 （宗門御改下帳）
和木村庄屋宗兵衛（書判）
他1名

竪帳/
大判

表紙欠損 1 7年分列記、（記載期間1832～1838年）

1832 天保3 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1832 天保3 3 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 上部破損 1 宗派別
1832 天保3 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1833 天保4 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 一部破損 1 宗派別
1833 天保4 3 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 一部破損 1 宗派別
1833 天保4 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1834 天保5 3 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 上部破損 1 宗派別
1834 天保5 3 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1834 天保5 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1835 天保6 3 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 1 宗派別、（この年次は真宗のみ）
1836 天保7 3月29日 浄土宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 一部破損 1 宗派別
1836 天保7 3月29日 禅宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 下部破損 1 宗派別
1836 天保7 真宗　出来人失人宗旨替帳 竪帳 上部破損 1 宗派別

1842 天保13 3月5日 浄土宗　宗門御改下帳 跡市組　和木村
那賀郡跡市組和木村庄屋
八左衛門（書判）　他1名

田沢金三郎、上野藤治 竪帳 1
宗派別、屋号記載、5年分列記、（この年次は禅
宗なし）、（記載期間1842～1846年）

1842 天保13 3月5日 真宗　宗門御改下帳 跡市組　和木村
那賀郡跡市組和木村庄屋
八左衛門（書判）　他1名

田沢金三郎、上野藤治 竪帳 1

宗派別、屋号記載、5年分列記、表紙記載「此奥
ニ惣寄帳人高目録有之候」、本外に穢名2年分
記載、（この年次は禅宗なし）、（記載期間1842～
1846年）

1844 天保15 3月5日 真宗　宗門御改下帳　寺内 跡市組　和木村
那賀郡跡市組和木村庄屋
八左衛門

御代官様名当 竪帳 1
僧侶1世帯のみ、3年分列記、（記載期間1844～
1846年）

1846 弘化3 3月5日 浄土宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡　和
木村

那賀郡跡市組和木村庄屋
小川八左衛門（書判）　他1
名

上野藤治、飯田郡七 竪帳 1
宗派別、女房名記載、6年分列記、（この年次は
真宗なし）、（記載期間1846～1851年）

1846 弘化3 3月5日 禅宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡　和
木村

那賀郡跡市組和木村庄屋
小川八左衛門（書判）　他1
名

上野藤治、飯田郡七 竪帳 1
宗派別、女房名記載、6年分列記、（この年次は
真宗なし））、（記載期間1846～1851年）

1846 弘化3 3月5日 真宗　宗門御改下帳　寺内
跡市組　那賀郡和木
村

那賀郡跡市組和木村庄屋
小川八左衛門（書判）

上野藤治、飯田郡七 竪帳 1
僧侶1世帯のみ、女房名記載、6年分列記）、（記
載期間1846～1851年）

1846 弘化3 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 跡市組　和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門

御代官様名当 竪帳 1 「惣寄帖控」あり

1847 弘化4 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 跡市組　和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門（書判）

上野藤治、飯田郡七 竪帳 一部破損 1 「惣寄帖控」あり

1848 弘化5 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 跡市組　和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門（書判）

上野藤治、飯田郡七 竪帳 1 「惣寄帖控」あり

1851 嘉永4 3月5日 浄土宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡　和
木村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門（書判）　他1
名

田邊又三郎、奥村新
吾、小寺熊治郎

竪帳 1
宗派別、女房名記載、11年分列記、（この年次は
禅宗なし）、（記載期間1851～1861年）

1851 嘉永4 3月5日 真宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡　和
木村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門（書判）　他1
名

田邊又三郎、奥村新
吾、小寺熊治郎

竪帳 1
宗派別、女房名記載、11年分列記、（この年次は
禅宗なし）、（記載期間1851～1861年）

1852 嘉永5 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門（書判）

田邊又三郎、奥村新
吾、小寺熊治郎

竪帳 1 「惣寄帖控」あり

1861 万延2 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
那賀郡跡市組和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

柄本司、冨永庄蔵、神
沢賜之助、岩本銀司

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1861 文久1 3月5日 浄土宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡　和
木村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

柄本司、冨永庄蔵、神
澤賜之助、岩本銀司

竪帳 袋入り 1
宗派別、女房名記載、8年分列記、（この年次は
浄土宗のみ）、（記載期間1861～1868年）

1861 文久1 3月5日 真宗　宗門御改下帳　寺内
跡市組　那賀郡和木
村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門

柄本司、冨永庄蔵、神
澤賜之助、岩本銀司

竪帳 1
僧侶1世帯のみ、女房名記載、4年分列記、（記
載期間1861～1864年）

1862 文久2 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

柄本司、神沢賜之助、
岩本銀司

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1863 文久3 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

柄本司、神沢賜之助、
岩本銀司

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1864 文久4 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

柄本司、岩本銀司、田
澤喜十郎、神沢賜之助

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1865 元治2 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1866 慶応2 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1867 慶応3 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川八左衛門　他1名

竪帳 一部破損 1 「惣寄帖」（控）あり

1867 慶応3 7 生年書上帳　ひかへ 和木村 和木村庄屋小川八左衛門 民政方御役所 長帳 1 高齢者数名の年齢記載

1867 慶応3 5
宗門送り状之事（当町浄光寺旦那亀吉26歳、女房
きく27歳→卯5/29和木村へ引越参り候）

浜田新町役人（判） 和木村御役人中 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1867 卯（慶応3ヵ） 6月17日
宗門人柄請取（其御村伊右衛門忰、浄光寺旦那竹
次27歳→卯3/26当浦喜八方江養子ニ成参り候）

浜田浦役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳 和木村
跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗兵衛　他1名

竪帳 2
「惣寄帖」（控）あり、ほぼ同内容の冊1あり（下
書ヵ）

1868 慶応4 3月5日 浄土宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡和木
村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗兵衛　他1名

竪帳
3冊袋入
り、罫紙

1
宗派別、苗字記載、4年分列記、女房名記載、
（記載期間1868～1871年）

1868 慶応4 3月5日 禅宗　宗門御改下帳
跡市組　那賀郡和木
村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗兵衛　他1名

竪帳
3冊袋入
り、罫紙

1
宗派別、苗字記載、4年分列記、女房名記載、
（記載期間1868～1871年）

1868 慶応4 3月5日 （真宗）宗門御改下帳
跡市組　那賀郡和木
村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗兵衛（書判）　他1名

竪帳
3冊袋入
り、罫紙

1
宗派別、苗字記載、4年分列記、女房名記載、
（記載期間1868～1871年）

1868 慶応4 2 宗門受取袋 和木村 袋 1

1868 慶応4 2
宗門人柄送り状之事（西方寺旦那嘉登八55歳→卯
12/29貴家地借ニ相成引越候）

都野津村庄屋森脇吉右衛
門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）
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1868 慶応4 1
宗門送状一札（浄光寺旦那和木村巾蔵娘しつ→同
村信吉嫁ニ罷成候）

千田村浄光寺（判） 和木村御役人 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門受取袋（浄光寺妹てふ→拙寺旦家小川宗兵衛
方へ参り候）

跡市村西方寺（判） 千田村浄光寺 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 1
人柄送状之事（嘉久志村入作飯田延太郎下人亀次
郎姪、太平寺旦家くま24歳→小川宗兵衛下人弥恵
吉女房遣度）

嘉久志村庄屋森脇五郎右
衛門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門寺請状（浄光寺旦家与平娘ちゑ→拙寺旦家玉
吉嫁ニ致入家候）

跡市村西方寺（判）
和木村庄屋小川八左衛
門

切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門寺請状（浄光寺旦家儀右衛門娘きん→拙寺旦
家玉吉方入縁ニ付）

跡市村西方寺（判） 庄屋和木村八左衛門 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門寺請（和木村利吉娘ひて、同村文之助娘きく→
拙寺調印仕候）

跡市村西方寺（判）
和木村庄屋小川八左衛
門

切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
覚（宗門送り状　長久寺旦家常十孫新之助→拙寺
旦家藤助方へ参り候）

跡市村西方寺（判）
和木村庄屋小川八左衛
門

切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 1
宗門送状（浜田領矢上村一向宗安楽寺旦那百姓伊
十郎下人豊吉娘せん12歳→善五郎嫁ニ差遣し度）

津和野領日貫村庄屋山崎
忠四郎（判）

浜田領和木村庄屋小川
八左衛門

切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別受取状之事（甚四郎妹ふい49歳→当村角兵衛
女房ニ貰受度旨）

郷田村庄屋梅太郎（判） 和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄送り受取状（和木村松五郎忰松大郎21歳→浄
光寺受取申候）

浄光寺役寺（判） 小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2月1日
宗門人柄送り状之事（神村孫次地借惣吉郎姉、長
久寺旦那みよ26歳→貴家下人直蔵嫁ニ遣度）

神村庄屋森脇吉右衛門
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
人柄送状之事（都野津村出作和木村源三郎地借り
政平娘たき24歳→卯7/5卯吉嫁ニ罷越候）

都濃津村庄屋役大屋治三
郎（判）

和木村庄屋小川八左衛
門

竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門送状（和木村勝太郎姉まち→矢上村要七方江
致入縁候）

千田村浄光寺（判） 和木村御役人 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別請取状之事（ニ五右衛門殿忰吉兵衛34歳→当
村平右衛門方江貰受候）

郷田村役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取状之事（小川宗兵衛下人紋蔵女房、浄光
寺旦那ひさ25歳→辰2/3百姓長次女房参り申候）

嘉久志村庄屋森脇五郎右
衛門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 2
人柄受取状之事（儀右衛門妹ます26歳→卯4/10当
村久左衛門女房ニ相成候）

飯田村庄屋横田忠左衛門
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取状之事（小川宗兵衛下人源七娘、西楽寺
旦那みい24歳→辰2/5源四郎甥芳太郎女房参申
候）

嘉久志村庄屋森脇五郎右
衛門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄送状之事（百姓重治娘、西方寺旦那きく40歳
→11/7百姓勘次郎女房ニ遣度）

都野津村庄屋大屋次三郎
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 2
人柄受取状（太平寺旦那作次郎・万蔵・つや→卯
4/2引越候、受取）

神主村庄屋近重観一郎 和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門人柄受取状（小川宗兵衛下人藤九郎妹しけ23
歳→儀平嫁ニ相成参候）

南川上村役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄送り状之事（寅一姉こと20歳→貴殿下人文吉
嫁ニ遣度）

都野津村庄屋森脇吉右衛
門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門人柄請取之事（やゑ→百姓平八郎方へ入縁ニ
相成候、受取）

銀山領谷住郷村頭百姓茂
三郎（判）

浜田領和木村御役人中 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別請取状之事（常治娘とま→当村兼治方へ入縁
いたし候）

郷田村庄屋松太郎（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別請取状之事（志兵衛妹ます→当村嶋七方へ入
縁いたし候）

郷田村庄屋松太郎（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門受取状之事（勘治郎娘、円覚寺旦那さく18歳→
卯11/18郡治養女ニ参候）

辻町役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別受取状之事（半兵衛娘けん35歳→忠太郎女房
ニ貰受候）

郷田村庄屋松太郎（判） 和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取状之事（小川宗兵衛下人清蔵忰浅吉15歳
→卯8/10新次郎養子参申候）

嘉久志村庄屋森脇五郎右
衛門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
人柄送状之事（半蔵娘、浄光寺旦那はる20歳→2/1
松太郎妻ニ罷参候）

千田村庄屋近重観一郎
（判）

和木村庄屋小川惣兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門人柄送請書（宅治姉、西方寺旦那たきよ42歳
→卯5/11拙寺地内為蔵女房ニ罷越候）

益田組上本郷村泉光寺役
僧（判）

和木村御役人中 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2月10日
宗門人柄送り状之事（百姓きよ娘、長久寺旦那きよ
の28歳→百姓為蔵嫁ニ遣度）

神村庄屋森脇吉右衛門
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門人柄請取之事（小川宗兵衛下人みき娘つる28
歳→鹿次女房ニ相成参申候）

浜田龍勝院 跡市組和木村御役人中 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取書（貴殿下人助七娘、光現寺旦那なか→
卯9/5友吉下人八重吉女房ニ参り候）

千金村庄屋森脇吉右衛門
（判）

和木村庄屋小川惣兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別受取状之事（休右衛門妹その27歳→庄九郎方
江養女ニ貰受度旨）

郷田村庄屋松太郎（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取状（庵之迫みと厄介つね19歳→当村入作
跡市利平下人喜代松嫁ニ成参り候）

神村庄屋森脇吉右衛門
（判）

和木村庄屋小川惣兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 2
人柄受取状之事（兵右衛門妹すゑ16歳→卯11/30
源九郎弟嫁ニ相成候）

飯田村庄屋横田忠左衛門
（判）

和木村庄屋小川惣兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門人柄送状之事（太平寺旦那松太郎24歳・母た
か59歳・妹つね19歳→家内召連其御村方江引越度
事）

跡市村庄屋澤津健次郎
（判）

和木村庄屋小川八左衛
門

竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 5
宗門人柄送り状（百姓松蔵娘、正福寺旦那まさよ19
歳→弥五郎嫁ニ遣度）

田原村庄屋小武善三郎
（判）

和木村庄屋小川八左衛
門

切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 （慶応4ヵ）
人柄受取之事（太平寺旦那たけ→当村□蔵嫁ニ参
候）

千田村庄屋近重観一郎
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 2月3日
人柄送状之事（林次厄介、円覚寺旦那はな21歳→
組頭竹次郎厄介ニ遣度）

嘉久志村庄屋森脇五郎右
衛門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 （慶応4） 2
人柄受取之事（古右衛門娘まつ23歳→当村新左衛
門嫁ニ相成候）

敬川村庄屋横田登士郎
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門人柄送り状之事（太平寺旦那ふい16歳→服部
清兵衛嫁ニ罷越候）

今福村庄屋佐々田十助
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門受取之事（幸次郎兄啓次郎52歳・女房45歳・娘
きく14歳→女房娘引連当村瓦職稼ニ引越申）

原井組□□村役人（判） 跡市組和木村御役人中 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
受書一札之事（和木出生りつ→先年罷越候伊平と
婦夫ニ相成居申候）

芸州勝木村役人（判） 石州和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受取之事（百姓直六娘、浄光寺旦那ゆく24歳
→卯12/10当村常助嫁相成参候）

跡市村庄屋澤津健次郎
（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 竪紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人別受取状之事（勘六娘ちよ32歳→岩吉方へ嫁ニ
貰受度旨）

郷田村役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2 人別請取書之事（忠吉甥忠作送り状被下） 浅利村役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門請取（長久寺旦那、喜代蔵娘わき→同村忠三
郎方へ入縁ニ付）

千田村浄光寺（判） 神村長久寺 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
人柄受状（貴家下人治平孫新蔵23歳→卯4/21清平
養子ニ参り候）

都野津村庄屋森脇吉右衛
門（判）

和木村庄屋小川宗兵衛 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門受取状（儀平姉、浄光寺旦那まし38歳→伊三
蔵養女ニ罷越）

矢上村役人（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 1
宗門請状（浄光寺旦那、和木村源市郎娘みね→同
所初太郎へ入縁ニ付）

神主村太平寺 千田村浄光寺 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2 覚（人別送り状、みね→鉢屋平助方へ引越候） 福光本領庄屋又助（判） 和木村御役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 辰（慶応4ヵ） 2
覚（人別送り状、住蔵娘すみ28歳→七兵衛嫁ニ参り
候、受取）

郷田村（判） 和木村 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1868 慶応4 2
宗門送状之事（市木村組頭清右衛門娘、真宗矢上
村安楽寺旦那なみ18歳→組頭古右衛門嫁ニ縁付
遣度）

市木組市木村役人（判） 跡市組和喜村役人中 切紙 袋入り 1 （慶応4の「宗門受取袋」に入る）

1869 明治2 3月5日 真宗　宗門御改下帳　寺内
跡市組　那賀郡千金
村

千金村庄屋喜根之助 竪帳 僧侶1世帯のみ、女房名記載

1869 明治2 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳
跡市組　那賀郡和木
村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗兵衛　他1名

竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1870 明治3 3月5日 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳
跡市組　那賀郡　和
木村

跡市組那賀郡和木村庄屋
小川宗朔　他1名

浜田懸御役所 竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1870 明治3 3 浄土宗・禅宗・真宗　宗門御改帳
那賀郡跡市組　和木
村

庄屋宗朔 浜田県御役所 竪帳 1 百姓の世帯別人数と下人の人数を記載
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1870 明治3 3 宗門御改帳（案紙） 竪帳 1

1871 明治4 3 禅宗・浄土宗・真宗　増減帳
跡市組　那賀郡　和
木村

和木村庄屋小川八郎 浜田懸御役所 竪帳 1 「惣寄帖」（控）あり

1871 明治4 12 戸籍帳
那賀郡　和木村・羽
代

第一大区第四拾四小区戸
長小川八郎

浜田県御役所 竪帳 1
旧番地・生業・苗字・屋号記載、親記載、屋敷番
地図添付

1872 明治5 2
浜田県管轄第一大区第四十四小区戸籍総計・浜田
県管轄第一大区第四十四小区職分総計

石見国那賀郡和木
村

第一大区第四拾四小区戸
長小川八郎　他1名

綴 1
（朱書）「朱書直し之分ハ此度相不用元墨書実ト
すべし」

1872 申（明治5） 6
浜田県第一大区第四十四小区戸数惣計・浜田県第
一大区第四十四小区戸数御届・浜田県第一大区第
四十四小区職分総計

那賀郡嘉久志村 右村戸長森脇政七　他2名
（上記
綴の
内）

（朱書）「引書済」

1872 申（明治5） 6
（浜田県第四十四小区戸数総計・浜田県第四十四
小区職分総計）

那賀郡久保川村 右村戸長森脇政七　他2名
（上記
綴内）

1872 明治5 2 浜田県第一大区第四拾四小区戸籍総計 那賀郡都野津村
第一大区第四拾四小区戸
長森脇善一郎　他1名

（上記
綴内）

1872 明治5 2 浜田県第一大区第四拾四小区戸籍総計 那賀郡神村
第一大区第四拾四小区戸
長森脇平作　他2名

（上記
綴内）

1872 明治5 2 浜田県第一大区第四拾四小区職分総計 那賀郡神村
第一大区第四拾四小区戸
長森脇平作　他2名

（上記
綴内）

1872 申（明治5） 5 第四拾四小区戸数御届 那賀郡神主村
神主村戸長近重小治郎　他
2名

（上記
綴内）

1872 明治5 2 浜田県第一大区第四拾四小区職分総計 那賀郡神主村
神主村戸長近重小治郎　他
2名

（上記
綴内）

1872 明治5 2 浜田県第一大区第四拾四小区戸籍総計 那賀郡神主村
神主村戸長近重小治郎　他
2名

（上記
綴内）

1872 壬申（明治5） 12月2日 （第一大区第四十六小区戸籍総計） 田野・千金村 右村戸長小川宗朔 綴
1872 壬申（明治5） （加除籍の覚） 綴
1877 明治10 1 戸籍加除取調帖 小十五区和木村 竪帳 1 明治9年の出生・死亡者記載

辰 3
御届奉申上候口上（銀山御料渡津村金兵衛娘24歳
→下人久右衛門女房ニ成参申候、宗兵衛下人清六
妹まん42歳→横田五左衛門下人定平嫁ニ遣申候）

和木村庄屋宗兵衛
吉川柳次、中村半左衛
門

竪紙 1 （文政7の人別送り状一括）

年未詳 宗門書方壱通幷案文写二通 那賀郡和木村庄屋本 袋 1 （寛政1の宗門帳案文と紙縒りで一括）

年未詳 壱ケ寺奥書 竪紙 袋入り 1
（寛政1の宗門帳案文と紙縒りで一括、「宗門書
方壱通幷案文写二通」の袋入り）

年未詳 壱ケ寺之状村役人奥書 切紙 袋入り 1
（寛政1の宗門帳案文と紙縒りで一括、「宗門書
方壱通幷案文写二通」の袋入り）

年未詳 宗旨替帳之事
竪紙
（継あ
り）

袋入り 1
（寛政1の宗門帳案文と紙縒りで一括、「宗門書
方壱通幷案文写二通」の袋入り）

年未詳 （出来人失人宗旨替書き方案文） 大庄 和木謙蔵
切紙
（継あ
り）

袋入り 1
（寛政1の宗門帳案文と紙縒りで一括、「宗門書
方壱通幷案文写二通」の袋入り）

（享保年間ヵ） 5月14日
（去秋ゟ当四月迄餓死人病死之もの申越可有之、
及飢候委細を書付可被差出旨、跡市役所へ飛脚に
つき廻状）

割本
千田村ゟ後山村迄村々
庄や中

竪紙 1

（享保年間ヵ） 8月29日
（上村払状にて平三郎女子まつが和木村帳面にて
つまと成され候由役所申参候ニ付訂正依頼状）

上村庄や五郎兵衛 和木村庄や惣兵衛 竪紙 1

年未詳 （出来人失人宗旨替） 竪帳 1 （丑5月迄記載、庄屋宗兵衛下人又蔵忰ほか）
年未詳 辰春 （辰春人高目録） 竪帳 1 （卯年1521人、辰年1526人）
年未詳 酉春 酉春出来人帳 和木村 竪帳 1 （小川宗兵衛下人八兵衛娘ほか）

年未詳 （出来人失人宗旨替） 竪帳 1 （丑11月迄記載、庄屋宗兵衛下人半助孫ほか）

年未詳 （出来人失人宗旨替） 竪帳 1
（丑12月迄記載、庄屋宗兵衛下人源太郎娘ほ
か）

年未詳 （宗旨替） 竪帳 1 （申12月迄記載、伊助娘ほか）
年未詳 未 （未失人帳） 和木村 竪帳 1 （新八ほか）
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表 7 和木村の人口趨勢と人口年平均増加率 

   

注：補正値は直線的変化を仮定して計算した。 

調査月は、1～15 日の場合と日付が判らない場合は当月 1 日、16～30 日の場合は翌月 1 日とみなし、年初人口に統一した。 

1773 年の記載値人口は記載死亡数と 1770～72 年平均の出生数と純移動数から計算した推計値である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記載値 男子 女子 補正値

元禄14 1701 8 265 147 118 265 - 49
元禄15 1702 0 0 0 0 268 1.13 0
元禄16 1703 0 0 0 0 271 1.11 0
宝永1 1704 9 274 156 118 274 1.10 43
宝永2 1705 0 0 0 0 281 2.43 0
宝永3 1706 0 0 0 0 288 2.38 0
宝永4 1707 0 0 0 0 294 2.32 0
宝永5 1708 9 301 157 144 301 2.27 55
宝永6 1709 0 0 0 0 307 1.87 0
宝永7 1710 0 0 0 0 312 1.83 0
正徳1 1711 10 318 165 153 318 1.80 60
正徳2 1712 0 0 0 0 324 1.79 0
正徳3 1713 0 0 0 0 330 1.76 0
正徳4 1714 0 0 0 0 335 1.73 0
正徳5 1715 10 341 177 164 341 1.70 66
享保1 1716 0 0 0 0 346 1.34 0
享保2 1717 0 0 0 0 350 1.32 0
享保3 1718 0 0 0 0 355 1.30 0
享保4 1719 0 0 0 0 359 1.29 0
享保5 1720 0 0 0 0 364 1.27 0
享保6 1721 0 0 0 0 369 1.25 0
享保7 1722 0 0 0 0 373 1.24 0
享保8 1723 0 0 0 0 378 1.22 0
享保9 1724 0 0 0 0 382 1.21 0
享保10 1725 0 0 0 0 387 1.19 0
享保11 1726 0 0 0 0 392 1.18 0
享保12 1727 0 0 0 0 396 1.17 0
享保13 1728 0 0 0 0 401 1.15 0
享保14 1729 0 0 0 0 405 1.14 0
享保15 1730 0 0 0 0 410 1.13 0
享保16 1731 0 0 0 0 414 1.11 0
享保17 1732 0 0 0 0 419 1.10 0
享保18 1733 0 0 0 0 424 1.09 0
享保19 1734 0 0 0 0 428 1.08 0
享保20 1735 0 0 0 0 433 1.07 0
元文1 1736 0 0 0 0 437 1.06 0
元文2 1737 9 442 224 218 442 1.04 78
元文3 1738 0 0 0 0 446 0.87 0
元文4 1739 11 467 231 236 457 2.56 83
元文5 1740 9 458 229 229 465 1.69 82
寛保1 1741 10 467 234 233 461 -0.96 82
寛保2 1742 9 472 235 237 468 1.63 82
寛保3 1743 0 0 0 0 472 0.82 0
延享1 1744 3 473 237 236 473 0.14 82
延享2 1745 3 479 242 237 478 1.08 82
延享3 1746 4 485 245 240 484 1.17 83
延享4 1747 4 484 244 240 484 0.13 82
寛延1 1748 3 489 249 240 488 0.79 82
寛延2 1749 3 481 248 233 482 -1.19 85
寛延3 1750 3 488 251 237 487 0.93 85
宝暦1 1751 0 0 0 0 487 -0.02 0
宝暦2 1752 3 485 248 237 485 -0.31 84
宝暦3 1753 2 486 249 237 486 0.14 84
宝暦4 1754 3 486 256 230 486 0.02 85
宝暦5 1755 3 493 261 232 492 1.19 85
宝暦6 1756 3 481 254 227 483 -1.81 84
宝暦7 1757 0 0 0 0 477 -1.32 0

年代 月
人口 年平均増

加率(％)
世帯
数 記載値 男子 女子 補正値

宝暦8 1758 0 0 0 0 470 -1.34 0
宝暦9 1759 3(9) 463 240 223 464 -1.36 84
宝暦10 1760 3 502 257 245 496 6.57 91
宝暦11 1761 0 0 0 0 512 3.35 0
宝暦12 1762 0 0 0 0 529 3.24 0
宝暦13 1763 0 0 0 0 546 3.14 0
明和1 1764 3 563 287 276 563 3.04 93
明和2 1765 0 0 0 0 572 1.53 0
明和3 1766 0 0 0 0 580 1.50 0
明和4 1767 0 0 0 0 589 1.48 0
明和5 1768 0 0 0 0 598 1.46 0
明和6 1769 0 0 0 0 606 1.44 0
明和7 1770 2 615 316 299 615 1.42 97
明和8 1771 3 626 323 303 624 1.50 98
安永1 1772 3 635 328 307 634 1.46 98
安永2 1773 0 0 0 0 524 -18.89 0
安永3 1774 0 0 0 0 534 1.80 0
安永4 1775 0 0 0 0 543 1.76 0
安永5 1776 0 0 0 0 553 1.73 0
安永6 1777 0 0 0 0 562 1.70 0
安永7 1778 0 0 0 0 572 1.68 0
安永8 1779 0 0 0 0 581 1.65 0
安永9 1780 0 0 0 0 591 1.62 0
天明1 1781 0 0 0 0 600 1.60 0
天明2 1782 0 0 0 0 610 1.57 0
天明3 1783 0 0 0 0 619 1.55 0
天明4 1784 2 629 308 321 629 1.52 123
天明5 1785 2 616 297 319 617 -1.91 122
天明6 1786 2 607 295 312 608 -1.52 120
天明7 1787 2 614 299 315 613 0.93 121
天明8 1788 2 628 303 325 627 2.16 120
寛政1 1789 2 635 312 323 634 1.20 118
寛政2 1790 2 656 319 337 654 3.08 120
寛政3 1791 2 660 320 340 660 0.82 122
寛政4 1792 2 675 334 341 674 2.11 122
寛政5 1793 2 667 336 331 668 -0.91 121
寛政6 1794 2 674 339 335 673 0.86 120
寛政7 1795 2 678 344 334 678 0.63 120
寛政8 1796 2 687 347 340 686 1.26 119
寛政9 1797 2 700 352 348 699 1.83 120
寛政10 1798 2 714 361 353 713 1.97 125
寛政11 1799 2 724 367 357 723 1.44 128
寛政12 1800 2 731 374 357 730 1.00 128
享和1 1801 2 739 375 364 738 1.08 130
享和2 1802 2 747 375 372 746 1.08 131
享和3 1803 3 754 383 371 753 0.88 134
文化1 1804 3 762 387 375 761 1.02 133
文化2 1805 3 759 386 373 760 -0.15 136
文化3 1806 3 774 397 377 772 1.57 135
文化4 1807 3 807 409 398 802 3.81 136
文化5 1808 3 815 415 400 814 1.51 137
文化6 1809 3 846 421 425 841 3.28 139
文化7 1810 3 853 424 429 852 1.30 141
文化8 1811 3 873 430 443 870 2.07 142
文化9 1812 3 874 432 442 874 0.48 145
文化10 1813 3 907 450 457 902 3.12 145
文化11 1814 3 924 462 462 921 2.16 149

年代 月
人口 年平均増

加率(％)
世帯
数 記載値 男子 女子 補正値

文化12 1815 3 943 471 472 940 2.01 153
文化13 1816 3 983 489 494 976 3.81 155
文化14 1817 0 0 0 0 978 0.19 0
文政1 1818 0 0 0 0 980 0.18 0
文政2 1819 0 0 0 0 982 0.18 0
文政3 1820 0 0 0 0 984 0.18 0
文政4 1821 0 0 0 0 985 0.18 0
文政5 1822 0 0 0 0 987 0.18 0
文政6 1823 2 989 492 497 989 0.18 158
文政7 1824 2 1019 516 503 1017 2.74 160
文政8 1825 2 1034 529 505 1033 1.59 159
文政9 1826 2 1039 531 508 1039 0.56 161
文政10 1827 2 1043 528 515 1043 0.39 163
文政11 1828 2 1041 527 514 1041 -0.14 166
文政12 1829 2 1045 526 519 1045 0.34 170
天保1 1830 2 1044 528 516 1044 -0.06 173
天保2 1831 2 1071 541 530 1069 2.34 176
天保3 1832 2 1099 549 550 1097 2.58 180
天保4 1833 3 1105 559 546 1104 0.67 181
天保5 1834 3 1105 561 544 1105 0.08 181
天保6 1835 3 1099 550 549 1100 -0.45 182
天保7 1836 3 1112 555 557 1110 0.89 182
天保8 1837 3 1158 581 577 1150 3.58 182
天保9 1838 3 1112 554 558 1120 -2.70 177
天保10 1839 0 0 0 0 1107 -1.12 0
天保11 1840 0 0 0 0 1095 -1.13 0
天保12 1841 0 0 0 0 1082 -1.14 0
天保13 1842 3 1070 536 534 1070 -1.15 192
天保14 1843 0 0 0 0 1096 2.38 0
弘化1 1844 0 0 0 0 1122 2.32 0
弘化2 1845 0 0 0 0 1147 2.27 0
弘化3 1846 3 1173 580 593 1173 2.22 205
弘化4 1847 0 0 0 0 1198 2.14 0
嘉永1 1848 0 0 0 0 1224 2.10 0
嘉永2 1849 0 0 0 0 1249 2.05 0
嘉永3 1850 0 0 0 0 1275 2.01 0
嘉永4 1851 3 1300 644 656 1300 1.97 211
嘉永5 1852 0 0 0 0 1314 1.05 0
嘉永6 1853 0 0 0 0 1327 1.04 0
安政1 1854 0 0 0 0 1341 1.03 0
安政2 1855 0 0 0 0 1355 1.02 0
安政3 1856 0 0 0 0 1369 1.01 0
安政4 1857 0 0 0 0 1382 1.00 0
安政5 1858 0 0 0 0 1396 0.99 0
安政6 1859 0 0 0 0 1410 0.98 0
万延1 1860 0 0 0 0 1423 0.97 0
文久1 1861 0 0 0 0 1437 0.96 0
文久2 1862 0 0 0 0 1451 0.95 0
文久3 1863 0 0 0 0 1464 0.94 0
元治1 1864 0 0 0 0 1478 0.93 0
慶応1 1865 0 0 0 0 1492 0.92 0
慶応2 1866 0 0 0 0 1506 0.91 0
慶応3 1867 0 0 0 0 1519 0.91 0
明治1 1868 3 1533 761 772 1533 0.90 262
明治2 1869 0 0 0 0 1535 0.12 0
明治3 1870 0 0 0 0 1537 0.12 0
明治4 1871 3 1539 763 776 1539 0.12 261

年代 月
人口 年平均増

加率(％)
世帯
数
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